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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥１0〜２0時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥１3〜２0時
第 ２、第 4土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第１、第3、第 ５土曜日‥‥１0〜１8時

平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
は
、
公
益

社
団
法
人
日
本
山
岳
会
と
名
称
を
改
め

再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
山
岳
会
が
社
団
法
人
格
を
取
得
し
た

の
は
、
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
の
2

月
で
し
た
か
ら
、
今
年
3
月
末
を
も
っ

て
71
年
間
の
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
の

幕
は
、
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

登
記
上
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
団
法

人
日
本
山
岳
会
は
、
い
っ
た
ん
解
散
、

そ
し
て
新
し
く
公
益
社
団
法
人
日
本
山

岳
会
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
登
記
上
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
て
、
あ
く
ま
で
も
日
本
山

岳
会
は
、
本
来
の
目
的
や
事
業
内
容
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
通
り

継
続
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
公
益
法
人
改
革
の
発

想
の
原
点
は
、「
官
か
ら
民
へ
」「
小
さ

な
政
府
」
と
い
う
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
従

来
の
公
益
法
人
に
は
、
社
団
法
人
と
財

団
法
人
が
あ
り
、
公
益
に
関
す
る
事
業

を
行
な
う
こ
と
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
行
政
と
の
結
び
つ
き
が
強

い
と
こ
ろ
か
ら
公
務
員
の
天
下
り
の
温

床
に
な
っ
た
り
、
多
大
な
補
助
金
を
取

得
し
た
り
、
民
業
を
圧
迫
し
た
り
と
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
優
遇
税
制
を
悪

用
し
て
過
大
な
蓄
財
を
は
か
る
団
体
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
公
益

法
人
へ
の
批
判
の
是
正
が
、
公
益
法
人

制
度
改
革
の
柱
で
す
。

こ
の
よ
う
な
点
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
日
本
山
岳
会
に

と
り
ま
し
て
は
、
今
回
の
公
益
法
人
制

度
改
革
は
無
縁
の
存
在
で
あ
る
と
し
か

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
一

罰
百
戒
の
浪
に
翻
弄
さ
れ
た
の
だ
と
申

せ
ま
し
ょ
う
。
法
制
度
上
、
こ
れ
ま
で

の
社
団
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
か
一

般
社
団
法
人
か
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
、

解
散
、
も
し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
特
定

非
営
利
法
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
選
択
に
あ
た
っ
て
、
日
本
山
岳

会
で
は
、
ま
ず
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
検

証
を
加
え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
一
昨
年

の
総
会
で
、
会
の
存
続
と
維
持
を
は
か

る
の
に
は
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
私
が
そ
の
論
拠
と
し
た
の
は
、
明

治
39
年
の
設
立
趣
意
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
日
本
山
岳
会
の
目
指
す

事
業
は
、「
国
民
的
事
業
」
で
あ
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
昭
和
16
年
に
取

こ
の
た
び
の
公
益
法
人
改
革
に
と
も
な
い
、
４
月
１
日
に
、
か
つ
て
の
社
団
法

人
日
本
山
岳
会
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
評

議
員
会
が
な
く
な
り
、
意
思
決
定
機
関
は
総
会
と
理
事
会
と
な
る
な
ど
の
変
更

が
あ
っ
た
。

公
益
社
団
法
人
と
日
本
山
岳
会

若
返
り
と
財
政
基
盤
強
化
へ
の
起
爆
剤
と
し
て

会
長　

尾
上
昇
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得
し
た
法
人
格
（
社
団
法
人
）
自
体
が
、

公
益
事
業
活
動
を
母
体
と
す
る
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

今
度
の
公
益
法
人
制
度
改
革
で
公
益
社

団
法
人
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
活
動
の

内
容
が
、
日
本
山
岳
会
が
従
来
か
ら
実

施
し
て
き
て
い
る
諸
事
業
の
ほ
と
ん
ど

に
当
て
は
ま
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
今
度
の
制
度
改
革
の
も
う

ひ
と
つ
の
ね
ら
い
は
、
組
織
自
体
に
高

い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
自
身
の
法
令

な
ど
決
ま
り
事
を
遵
守
す
る
）
意
識
を

持
た
せ
る
こ
と
と
、
よ
り
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
一
団
体
と
し
て
、
自
ら
が
自
ら

を
健
全
に
統
治
す
る
こ
と
）
を
求
め
て

い
る
点
で
す
。

具
体
的
に
は
、
理
事
会
の
権
限
と
責

任
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
日
本
山
岳
会
の
意
思
決
定
機
関
は
、

総
会
を
除
い
て
理
事
会
と
評
議
員
会
で

し
た
。
な
か
で
も
日
本
山
岳
会
で
の
評

議
員
会
の
存
在
は
、
意
思
決
定
を
は
か

る
う
え
で
の
大
変
重
要
な
地
位
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
こ
の
評
議
員
会
が
、
新

し
い
制
度
で
は
、
そ
の
存
在
が
認
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
意
思
決

定
機
関
の
二
重
構
造
を
禁
止
し
た
の
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
理
事

会
の
権
限
と
責
任
が
重
く
な
り
、
理
事

の
代
理
出
席
や
委
任
が
認
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
社
団
法
人
の
所
轄

官
庁
を
内
閣
府
に
一
本
化
さ
れ
た
の
も

大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
は
、

各
組
織
団
体
の
統
一
性
を
希
求
す
る
た

め
の
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
の
最
大
の
利
点
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
寄
付
金
の
免
税
で
し

ょ
う
。
提
供
す
る
側
に
も
受
け
る
側
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
す
で

に
複
数
の
支
部
か
ら
、
こ
の
制
度
を
生

か
し
た
資
産
取
得
の
申
し
出
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
挙
げ
た
い
の
が
、
各
支
部
の
名

称
の
あ
た
ま
に
公
益
社
団
法
人
を
名
乗

っ
て
も
よ
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
本

部
よ
り
各
支
部
へ
交
付
し
て
い
る
助
成

金
の
本
部
会
計
と
の
会
計
処
理
の
一
体

化
を
条
件
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
支
部
自
体
に
法
人
格
が
与
え

ら
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冠
に

公
益
社
団
法
人
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
種
事
業
が
有
利
に
展
開
で
き
る
の
は

申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
公
益
社
団
法
人
移
行

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
述
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
は
じ
め
と
い
た
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
努
力
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
特
筆
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
関
係
者
の
皆
様

に
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

こ
の
日
本
山
岳
会
の
公
益
社
団
法

人
化
に
は
、
多
大
な
精
力
を
注
ぎ
込
み

ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

も
随
分
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
い
ま
、
日
本
山
岳
会
が
ど

う
し
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
と
こ
の
公
益
社
団
法
人
化
と
は
、

正
直
、
趣
を
異
に
し
ま
す
。
い
ま
、
早

急
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
、
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
会
員
の

若
返
り
と
財
務
基
盤
の
強
化
で
す
。
こ

の
日
本
山
岳
会
の
公
益
社
団
法
人
化
を

ひ
と
つ
の
よ
き
契
機
と
し
て
と
ら
え
、

若
者
で
あ
ふ
れ
る
日
本
山
岳
会
に
生
ま

れ
変
わ
る
、
再
興
の
た
め
の
起
爆
剤
に

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

総会であいさつする尾上会長（写真・廣田‥博）
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平
成
23
年
度
第
２
回
通
常
総
会
開
催

「
公
益
社
団
法
人
」
ス
タ
ー
ト
へ
準
備
整
う

ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ

平
成
23
年
度
第
２
回
通
常
総
会
は

３
月
17
日
午
後
２
時
か
ら
東
京
・
六
番

町
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ

た
。
会
員
１
２
７
人
が
出
席
し
、
平
成

23
年
度
補
正
予
算
案
の
ほ
か
、
平
成
24

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、
海
外
登
山

基
金
一
部
取
り
崩
し
案
、
定
款
施
行
細

則
変
更
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
拍
手
多
数
で
も
っ
て

承
認
さ
れ
た
。
公
益
社
団
法
人
日
本
山

岳
会
は
４
月
１
日
登
記
し
発
足
す
る
。

会
の
再
生
を
か
け
て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
を
立
ち
上
げ
る
。（
事
業
計
画

等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）

■
会
長
あ
い
さ
つ

社
団
法
人
71
年
の
最
後
の
総
会

総
会
は
高
原
三
平
総
務
担
当
常
務

理
事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
開
会
に

先
立
ち
、
尾
上
昇
会
長
は
次
の
よ
う
に

あ
い
さ
つ
し
た
。

今
回
は
、
社
団
法
人
と
し
て
の
最
後

の
メ
モ
リ
ア
ル
な
総
会
と
な
る
。
昨
年

10
月
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
す
べ
く

内
閣
府
に
書
類
申
請
し
、
３
月
７
日
に

は
公
益
認
定
等
委
員
会
か
ら
野
田
総
理

に
対
し
「
認
定
し
て
よ
い
」
と
い
う
答

申
が
あ
っ
た
。
３
月
31
日
を
も
っ
て
社

団
法
人
日
本
山
岳
会
は
解
散
し
、
４
月

１
日
か
ら
新
し
い
公
益
社
団
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
社
団
法
人
と
し
て

の
日
本
山
岳
会
は
昭
和
16
年
に
発
足
。

当
時
の
会
長
は
木
暮
理
太
郎
氏
だ
っ

た
。
以
来
71
年
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
会
の
劣
勢
を
食
い
止
め
た

い
。
と
く
に
若
い
会
員
を
呼
び
戻
し
た

い
、
と
努
力
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

Ｊ
Ａ
Ｃ-
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
に
若
い
人
が
入

っ
て
き
た
。
反
転
・
攻
勢
へ
の
チ
ャ
ン

ス
、
橋き

ょ
う

頭と
う

堡ほ

が
築
け
た
と
認
識
し
、
こ

れ
を
機
に
こ
こ
数
年
間
で
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
資
金
を
投
資
す
る
こ
と
に
し

た
。
具
体
的
に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
に
学
生
部
、
青
年
部
、
指
導
委
員
会

を
統
合
し
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

を
立
ち
上
げ
る
。
会
は
積
立
金
な
ど
を

含
め
、
お
よ
そ
１
億
円
の
資
産
を
持
っ

て
い
る
。
資
産
は
死
蔵
す
る
の
で
は
な

く
、
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

■
23
年
度
補
正
予
算
案

公
益
会
計
基
準
に
従
っ
た
補
正
な

ど
こ
の
日
の
総
会
に
は
２
６
５
５
通
の

委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
２
月
末
会
員

数
は
５
１
１
８
人
。
出
席
者
・
委
任
状

提
出
者
を
合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
３
分

の
１
を
上
回
っ
て
お
り
、
総
会
が
有
効

に
成
立
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
議
案
審

議
を
開
始
し
た
。

１
号
議
案
は
23
年
度
補
正
予
算
案
。

年
度
末
ま
で
、
わ
ず
か
な
期
間
し
か
残

っ
て
い
な
い
が
、
公
益
認
定
を
申
請
す

る
に
際
し
公
益
会
計
基
準
に
し
た
が
っ

て
予
算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
の
措
置
で
、
現
金
主
義
を
発
生

主
義
に
改
め
た
。
現
金
流
出
を
伴
わ
な

い
減
価
償
却
費
な
ど
を
組
み
入
れ
た
。

加
え
て
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
募
金
収

入
・
寄
付
支
出（
４
７
４
万
円
）、
高
尾

の
森
事
業
の
組
み
入
れ
に
よ
る
寄
付
金

収
入
・
事
業
支
出（
４
７
６
万
円
）な
ど

を
計
上
し
た
。

■
事
業
計
画
案

収
益
事
業
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

２
号
・
３
号
議
案
は
24
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
。関
連
し
て
４
号
議
案

（
海
外
登
山
基
金
一
部
取
り
崩
し
）
も

一
括
し
て
審
議
し
た
。
事
業
計
画
案
は

高
原
常
務
理
事
、
予
算
案
は
小
林
義
亮

財
務
担
当
常
務
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。

公
益
目
的
事
業

支
部
で
活
発
に
実
施
し
て
い
る
の

は
児
童
・
青
少
年
の
育
成
事
業
。
と
く

に
登
山
を
通
じ
て
の
障
害
者
支
援
活
動

だ
。
茨
城
支
部
が
自
閉
症
協
会
の
登
山

支
援
、
宮
崎
支
部
が
家
裁
少
年
委
託
登

山
、
東
海
支
部
が
視
覚
障
害
者
支
援
登

山
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま
た
山
岳
環
境

保
全
事
業
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
森
づ
く
り
事
業
は
高
尾

の
森（
東
京
・
多
摩
）、
猿
投
の
森（
東

海
）、県
民
の
森（
岐
阜
）、藤
尾
の
森（
京

都
）、
水
源
の
森（
宮
崎
）、
白
神
山
地

ブ
ナ
林（
青
森
）な
ど
と
活
発
だ
。

共
益
事
業
（
会
員
の
た
め
の
事
業
）

会
を
再
生
す
る
た
め
５
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
新
法
人
移

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
法
人
運
営
適
正
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
称
を
変
更
し
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・
提
言
、

ま
た
支
部
に
対
し
支
部
会
計
の
適
正
化

を
検
討
・
指
導
し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か

従
来
の
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

「
山
の
日
」
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ル

ー
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
、

収
益
事
業
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
魅
力

あ
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
、
ま
た
収

益
を
考
慮
し
た
事
業
展
開
を
は
か
る
。
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こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
会
が
直
面
し

て
い
る
高
齢
化
、
会
員
減
少
に
立
ち
向

か
う
。

■
予
算
案

今
年
度
現
金
収
支
は
黒
字
転
換

〈
会
費
収
入
は
減
少
続
く
〉
前
年
度
は

１
４
８
０
万
円
の
赤
字
、
減
価
償
却
費

な
ど
を
除
い
た
現
金
収
支
で
も
８
０
０

万
円
の
赤
字
だ
っ
た
。
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、
収
支
は
好
転
し
て
お
り
、
現

金
ベ
ー
ス
で
黒
字
に
転
換
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
減
価
償
却
費
を

控
除
す
る
と
赤
字
に
な
る
が
、
そ
れ
で

も
赤
字
幅
は
３
０
０
〜
４
０
０
万
円
に

と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

入
会
金
収
入
が
順
調
だ
。
２
月
ま
で

で
３
３
２
万
円
と
な
っ
た
。
１
７
２
人

の
入
会
者
が
あ
り
、
前
年
度
の
１
５
６

人
を
す
で
に
上
回
っ
て
い
る
。
会
費
収

入
は
現
在
の
と
こ
ろ
５
４
２
４
万
円
で

前
年
度
の
実
績
５
５
６
１
万
円
を
１
３

６
万
円
下
回
っ
て
い
る
。
未
納
者
に
会

費
納
入
を
再
請
求
し
た
が
、
会
費
納
入

率
は
例
年
97
〜
98
㌫
に
と
ど
ま
る
。
最

終
的
に
も
前
年
割
れ
と
な
る
見
込
み
。

昨
年
は
、現
金
収
入
が
赤
字
と
な
り
、

年
度
末
に
近
づ
く
と
次
年
度
の
会
費
収

入
を
あ
て
に
し
て
預
金
を
取
り
崩
し
た

が
、
こ
と
し
は
そ
の
よ
う
な
事
態
は
な

く
な
っ
た
。
財
政
の
厳
し
い
環
境
に
あ

る
こ
と
が
会
員
の
な
か
に
浸
透
し
、
支

出
減
に
極
力
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

〈
大
き
く
変
わ
っ
た
予
算
形
式
〉
公
益

社
団
法
人
へ
の
移
行
で
予
算
の
形
式
が

大
き
く
変
わ
っ
た
。
23
年
度
補
正
予
算

を
組
む
要
因
と
も
な
っ
た
が
、
大
き
な

変
化
は
①
減
価
償
却
費
、
退
職
給
与
引

当
金
な
ど
、
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
勘

定
を
組
み
入
れ
た
②
支
部
会
計
と
の
一

体
化
を
図
る
た
め
、
支
部
が
外
部
か
ら

受
け
入
れ
た
助
成
金
・
寄
付
金
な
ど
を

本
部
会
計
に
組
み
入
れ
た
こ
と
な
ど
だ
。

管
理
費
は
、「
事
業
管
理
費
」
と
「
管

理
費
」
に
分
け
て
計
上
し
た
。
公
益
会

計
基
準
に
従
い
事
業
ご
と
の
収
支
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
事
業
管
理
費
を
細
か

く
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
区
分
し

切
れ
な
い
も
の
を
一
般
の
「
管
理
費
」

と
し
た
。「
事
業
管
理
費
」と「
管
理
費
」

は
94
対
６
の
比
率
で
計
上
し
た
。

〈
海
外
登
山
基
金
の
取
り
崩
し
〉
海
外

登
山
基
金
５
８
８
０
万
円
を
別
段
預
金

と
し
て
あ
る
が
、
公
益
認
定
委
員
会
な

ど
か
ら
過
大
に
保
有
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
た
。
実
現
性
の
低
い
事
業
や
、
実

施
ま
で
に
10
年
の
長
期
を
超
え
る
よ
う

な
事
業
は
積
み
立
て
対
象
と
し
て
は
適

当
で
は
な
い
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。
こ

の
指
摘
を
受
け
、
28
年
度
に
創
立
１
１

０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
う

ち
１
６
３
０
万
円
を
取
り
崩
し
て
一
般

預
金
に
振
り
替
え
る
こ
と
と
し
た
。

〈
来
年
度
２
０
７
万
円
の
黒
字
〉24
年

度
の
会
費
・
入
会
金
収
入
は
５
８
１
０

万
円
と
前
年
度
比
１
７
８
万
円
減
と
見

込
ん
だ
。
事
業
活
動
収
入
は
総
額
８
８

０
１
万
円
で
７
９
９
万
円
の
増
加
。
森

づ
く
り
な
ど
の
た
め
国
土
緑
化
推
進
機

構
か
ら
の
助
成
金
、
広
島
支
部
の
ル
ー

ム
取
得
の
た
め
の
会
員
寄
付
な
ど
が
支

部
を
通
じ
て
合
算
さ
れ
る
。
事
業
活
動

支
出
は
、減
価
償
却
費
な
ど
、Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
運
営
費
を
含
め
同
８
５

９
３
万
円
で
１
０
８
万
円
の
減
少
。
各

委
員
会
な
ど
に
は
新
年
度
の
支
出
を
前

年
度
比
１
割
減
と
す
る
よ
う
、依
頼
し

た
。事
業
活
動
収
支
差
額
は
２
０
７
万

円
の
黒
字
。

■
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

２
年
で
２
０
０
人
の
若
い
会
員
増
図
る

従
来
の
Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
的
に
解
消
。学
生
部
、

青
年
部
、
指
導
委
員
会
を
統
合
し
「
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
と
し
て
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
林
常
務
理

事
が
予
算
説
明
の
な
か
で
背
景
を
、
森

武
昭
常
務
理
事
が
補
足
し
て
活
動
内
容

な
ど
を
説
明
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
現
在
、
60
歳
以
上
の

会
員
が
80
㌫
を
占
め
る
。
ま
た
毎
年
、

物
故
、
退
会
、
除
籍
で
２
６
０
人
を
超

え
る
数
の
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、
会

員
増
と
く
に
若
い
会
員
を
ふ
や
す
こ
と

が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
新
入
会
員
は

19
年
度
１
０
７
人
、
20
年
度
90
人
、
21

年
度
99
人
、
22
年
度
１
５
６
人
、
23
年

度
見
込
み
２
０
０
人
超
と
回
復
し
つ
つ

あ
る
が
、な
お
減
少
に
追
い
つ
か
な
い
。

た
ま
た
ま
海
外
登
山
基
金
の
一
部
取
り

崩
し
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
24

年
度
は
取
り
崩
す
１
６
３
０
万
円
の
な

か
か
ら
５
０
０
万
円
を
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
活
動
費
に
充
て
る
。

２
年
間
で
39
歳
以
下
１
０
０
人
、
40

〜
55
歳
１
０
０
人
の
計
２
０
０
人
を
増

や
す
計
画
だ
。
で
き
れ
ば
40
歳
未
満
の

会
員
を
年
間
１
０
０
人
ず
つ
増
加
さ
せ

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
広
報
活
動

を
強
化
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ

る
。
講
習
会
、
ま
た
野
外
活
動
を
行
な

う
。
共
同
装
備
を
整
え
る
。
実
践
的
な

活
動
に
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
を
講
師
と
し
て

派
遣
す
る
。
上
高
地
山
研
に
ウ
ェ
ザ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
。
こ
れ
ら

を
通
じ
、
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ

う
な
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。
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■
定
款
施
行
細
則
変
更
等

役
員
の
任
期
制
限
を
復
活

５
号
議
案
の
定
款
施
行
細
則
に
つ

い
て
は
、
昨
年
６
月
の
総
会
で
再
度
審

議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
が
あ

る
。
理
事
会
で
検
討
し
て
き
た
。

変
更
は
①
終
身
会
費
の
引
き
上
げ

②
会
を
離
籍
し
て
い
た
会
員
が
復
活
し

た
場
合
、
終
身
・
永
年
会
員
の
在
籍
年

数
計
算
に
旧
会
員
時
の
在
籍
年
数
を
算

入
す
る
こ
と
③
役
員
は
連
続
し
て
２
任

期
連
続
し
て
選
任
で
き
な
い
こ
と
④
理

事
は
選
任
時
に
満
70
歳
を
超
え
な
い
も

の
と
す
る
年
齢
制
限
な
ど
。

現
行
終
身
会
費
は
金
利
が
高
い
時

代
に
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
年
０
・
５

㌫
の
複
利
原
価
方
式
で
算
定
し
直
し

た
。
平
均
１
・
４
倍
の
引
き
上
げ
と
な

る
。
10
年
以
上
の
場
合
、
39
万
円
で
９

万
円
の
引
き
上
げ
。
役
員
の
任
期
制
限

は
前
回
変
更
案
に
は
な
か
っ
た
が
、
現

行
通
り
に
戻
し
た
。
年
齢
制
限
は
理
事

だ
け
に
と
ど
め
、
専
門
性
の
高
い
役
割

の
監
事
に
は
設
け
な
い
こ
と
に
し
た
。

６
号
議
案
の
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
に
関
す
る
細
則
案
は
定
款
32
条
に
基

づ
い
て
制
定
す
る
も
の
で
、
週
３
日
以

上
会
務
に
専
念
す
る
常
勤
理
事
の
報
酬

を
定
め
る
。
ひ
と
り
月
額
20
万
円
を
超

え
な
い
も
の
と
す
る
が
、
い
ま
の
と
こ

ろ
常
勤
理
事
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

■
報
告
事
項

支
部
規
程
変
更
を
理
事
会
決
定

「
支
部
に
関
す
る
規
程
」
に
つ
い
て
吉

永
英
明
副
会
長
が
説
明
し
た
。
支
部
は

「
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
と
一
体

と
し
た
活
動
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
組
織
」と
定
義
し
、事
業
・
会
計
を

本
部
と
一
体
化
し
、
ま
た
本
部
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
を
規
定
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
①

支
部
の
名
称
は
公
益
社
団
法
人
日
本
山

岳
会
○
○
支
部
と
し
②
支
部
長
は
理
事

会
の
承
認
に
基
づ
き
会
長
が
任
命
す

る
、
な
ど
と
す
る
。
支
部
の
経
費
は
運

営
交
付
金
、
事
業
補
助
金
、
寄
付
金
な

ど
を
も
っ
て
充
当
す
る
。
規
程
の
改
廃

は
理
事
会
が
審
議
し
議
決
し
て
行
な
う
。

■
質
疑
・
応
答

支
部
報
は
共
益
目
的
事
業
と
理
解

高
橋
正
彦
会
員
（
５
９
０
１
）
事
業
計

画
の
な
か
で
福
岡
支
部
が
九
州
の
熊
の

実
態
調
査
山
行
を
行
な
う
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

三
好
ま
き
子
会
員
（
９
９
４
５
）
海
外

登
山
基
金
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
基
金

が
あ
る
の
か
。

小
林
常
務
理
事　

前
期
末
現
在
、
特
定

資
産
は
計
１
億
２
１
９
４
万
円
。
内
訳

は
秩
父
宮
記
念
基
金
１
５
２
０
万
円
、

海
外
登
山
基
金
５
８
８
０
万
円
、
遭
難

防
止
事
業
基
金
１
０
０
０
万
円
、
長
期

計
画
準
備
金
３
３
９
５
万
円
、
退
職
給

付
引
当
金
３
９
８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

田
中
昌
二
郎
会
員
（
１
２
８
１
９
）
会

報
『
山
』
の
発
行
が
公
益
目
的
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
支
部
報
と
の
関
連
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
せ
ば
い

い
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

小
林
常
務
理
事　

支
部
報
に
つ
い
て
は

「
仲
間
内
の
も
の
」
と
い
う
形
で
考
え

て
お
り
、
支
部
か
ら
現
在
は
共
益
目
的

事
業
と
し
て
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

篠
崎
仁
会
員
（
７
３
４
３
）
予
算
書
は

前
年
度
の
実
績
見
込
み
と
対
比
し
て
も

ら
う
と
分
か
り
や
す
く
な
る
。

小
林
常
務
理
事　

そ
の
と
お
り
で
実
績

対
比
は
ぜ
ひ
行
な
い
た
い
が
、
現
実
は

非
常
に
む
ず
か
し
い
。
３
月
総
会
に
間

に
合
う
よ
う
予
算
を
作
成
す
る
た
め
に

は
11
月
ま
で
の
実
績
で
し
か
比
較
す
る

確
か
な
デ
ー
タ
が
な
い
。

尾
上
会
長　

来
年
度
か
ら
通
常
総
会
は

年
１
回
、
６
月
だ
け
と
な
る
。
比
較
す

る
デ
ー
タ
の
整
合
性
は
高
ま
る
。

右
川
清
夫
会
員（
１
３
２
３
９
）福
島
支

部
が
山
岳
地
帯
放
射
能
測
定
を
行
な
う
。

広
範
囲
に
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

高
原
常
務
理
事　

福
島
支
部
か
ら
要
請

が
あ
り
、
義
捐
金
の
な
か
で
器
材
を
そ

ろ
え
て
も
ら
っ
た
。
安
達
太
良
、吾
妻
、

那
須
の
山
岳
地
帯
を
調
査
す
る
。
会
と

し
て
全
国
で
展
開
す
る
予
定
は
な
い
。

大
島
輝
夫
会
員
（
４
０
１
２
）
総
会
に

出
席
し
、
今
回
は
将
来
に
期
待
の
持
て

る
内
容
だ
っ
た
。
安
心
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。（
大
島
会
員
は
発
言
の
な

か
で
、会
報
『
山
』
１
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
に
ふ
れ
、

公
開
実
験
で
「
ザ
イ
ル
は
切
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
の
は
認
識
の
違
い
で
誤
り

だ
と
発
言
さ
れ
た
）

 

（
文
・
高
橋
重
之
）
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日本山岳会　平成24年度事業計画書（主な事業）
平成24年4月1日〜平成25年3月31日

１. 公益目的事業
　⑴　登山に関する文化・学術の振興事業

4月〜11月‥ ミニ水力発電装置運営（山研・ミニ水力発電運営）
6月‥ 「山岳」108年（2012年）の発行（山岳編集）
6月‥ 英文ジャーナル（Japanese‥Alpine‥News‥vol.13）の発行
6月2日〜3日‥ 第66回ウェストン祭（上高地）（信濃）
7月、2月‥ 海外登山助成金の審査・交付
11月5日‥ 第16回全国山岳博物館等連絡会議（資料映像）
12月1日‥ 第14回秩父宮記念山岳賞
1月下旬‥ 創立5周年記念「茨城の山事典」作成（茨城）
通年‥ 図書室の整備・研究（図書管理・図書）
通年‥ 登山資料・山岳絵画の整備（資料映像）

　
　⑵　児童・青少年の育成事業	

4月8日‥ 埼玉県障害者登山支援（埼玉）
4月〜10月‥ 自然教室（藤尾小の校外学習支援）（京都）
7月21〜22日‥ ‥少年少女登山教室（新郷村林間教室、大駒ヶ岳登

山）（青森）
7月22日‥ 青少年体験登山大会（東九州）
7月下旬‥ 第 １ 回親子登山教室（熊本）
7月下旬〜8月上旬‥第 9 回茨城県自閉症協会の登山支援（茨城）
7月下旬〜8月上旬‥第13回自然児学校（北海道）
8月‥ 親子登山教室（奥日光）（栃木）
8月‥ 児童養護施設外活動の支援（千葉）
8月‥ G&Mサマーキャンプ（広島）
8月‥ 第 9 回父子キャンプ（高尾の森づくり）
8月24〜25日‥ 第15回こども登山教室‥（宮崎）
11月‥ 視覚障害者支援登山大会（東九州）
11月6日‥ 宮崎家庭裁判所少年委託登山‥（宮崎）
11〜3月‥ 雪山指導（YOUTH‥CLUB）
春、秋‥ 視覚障害者支援登山（東海）
夏‥ 子ども・初心者向け登山学校（関西、四国）
秋‥ ‥御在所フェスタ（東海学生山岳連盟への支援活動）

（東海）
秋 ２回‥ 親と子のふれあい登山教室（東海）
年 ２回‥ 小学生ハイキング教室（東京多摩）
年 6回‥ 親子森林体験スクール（高尾の森づくり）
通年‥ 京都学生登山交流会への後援（京都）
通年‥ 登山指導（YOUTH‥CLUB）
通年‥ 講習会（YOUTH‥CLUB）

　⑶　スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業
4月‥ 上高地開山式（信濃）
4月15日‥ 岩登り訓練（北九州）
4月15日‥ 第‥31回深田祭‥（山梨）
4月29日、10月21日

JAC会員と登る（庄内海岸山脈、葉山縦走登山）（山
形）

4〜3月‥ オホーツク分水嶺踏査（北海道）
4〜12月‥ 登山道パトロール（岐阜森林管理所管内）（岐阜）
5月‥ 第42回　山岳図書を語る夕べ（図書）
5月‥ 高頭山登山道整備（富山）
5月‥ 第27回播隆祭の開催（富山）
5月12日‥ 第 ２ 回市民との交流登山（宮崎）
5月26〜27日‥ 泰澄祭（福井）
5月、7月、10月‥分境嶺踏査山行第10〜12回（東京多摩）
5月、8月、11月、2月

公募登山と事前講習会（宮城）
5〜10月、1〜3月

登山教室・‥NHK文化センター協賛（北海道）
5月、6月、10月‥ハイキングセミナー（座学と実践）（静岡）
6月‥ 旧登山道整備（吾妻連峰の旧道ヤブ刈払い‥）（福島）
6月9日〜10日‥今西レリーフを守る会（京都）
6月、9月、10月‥ふるさと登山道整備（石川）
6月、10月、1月‥ ‥海外登山ドキュメント巡回上映（北海道、関西、

九州）（海外）
7月‥ 夏山登山の夕べ「夏山登山の魅力」講演と映画（栃木）
7月7日‥ 第 8 回山の博覧会―山へ行こう山を知ろう―（山梨）
7月25日‥ 高頭祭・新潟県登山祭・弥彦松明登山祭事業（越後）
8月‥ 岩手山八合目山小屋管理当番‥（岩手）
9月‥ 第20回　山を語る（図書）
11月‥ 秋期講演会　登山の文化や環境保全の講演会（栃木）
12月‥ 講演会（「山の日」啓蒙活動）（千葉）
12月上旬‥ 山の写真展（熊本）
12〜1月‥ 山岳写真展（岐阜）
1月19日‥ 岳人のつどい（映画会と講演会）（福岡）
2月24日‥ 山岳講演会（石川）
2、3月‥ 大山冬山山岳パトロール（山陰）
3月‥ 山岳映画会（資料映像）
3月9日‥ 第 ２ 回地域と市民活動の博覧会作品展‥（宮崎）
月1回‥ 近畿分水嶺踏査（関西・四国）
月1回‥ 4000山グランプリ（関西）
毎月‥ 登山講座講師（中国新聞社文化センター）（広島）
年4回‥ 市民登山教室（東京多摩）
年8回‥ 登山教室（読図、高層天気図、セルフレスキュー‥）（四国）
年4期‥ ‥登山教室（中日文化センター・NHK文化センター・

朝日カルチャー）（東海）
通年‥ 太平山中岳登山道・歩道整備事業（秋田）
通年‥ 分水嶺踏査（房総の山）（千葉）
通年‥ 長野、陀羅仏小屋の運営（京都）
通年‥ 「山の日」制定活動（「山の日」制定プロジェクト）

　⑷　事故防止事業‥
4月、9月‥ 登山事故防止訓練‥（宮崎）
6月16、17日‥第32回日本登山医学会学術集会（医療）
6月、10月、1月‥第6〜8回安全登山講演会（埼玉）
12月‥ 救急救命講習会（京都）
2月‥ 積雪期登山講習会（屋内および比良山系）（京都）
年1回‥ セルフレスキュー講座（関西）
年4回‥ 登山事故防止講習会（北九州）

　⑸　山岳環境保全事業
4月15日‥ 第12回高尾の森植樹祭（高尾の森づくり）
4月22日‥ 英彦山登山道の清掃登山（北九州）
4月〜3月‥ 森林保全巡視活動（九州全域）（北九州）
4〜11月‥ 夜叉が池パトロール（福井）
5月12〜13日‥ 自然観察会　パハル・フェスタ‥in坊がつる（福岡）
5月/6月‥ 自然保護全国集会「尾瀬を考える」（自然保護）
5月〜11月‥ 祖母傾山系におけるスズタケ枯死状況調査（東九州）
5月、10月‥ 清掃登山の実施（東九州）
5月、10月‥ 大山横手道上ブナを育成する会（山陰）
5月中旬、11月上旬、1月下旬

自然観察会　野外植物観察（茨城）
6月‥ 太平山山開き清掃登山（秋田）
6月‥ 植生復元作業支援（福島）
6月22〜24日‥ 白神山地ブナ林再生事業（青森）
6月下旬、10月下旬

第 １、2回森林保全巡視（清掃）登山（熊本）
6〜9月‥ 高山植物盗掘防止事業（北海道）
6月､8月、2月‥ 宮崎支部水源の森育林作業‥（宮崎）
9月‥ ‥自然保護シンポジュウム　埼玉県の自然:地質・植

生・森林・環境問題（埼玉）
11月‥ 山岳自然観察会（関東近県の自然）（千葉）
11月3日‥ 自然観察会（石川）
3月、7月、9月‥ 森づくりの会育林作業‥（宮崎）
月1回以上‥ 山岳地帯放射線測定（安達太良、吾妻、那須）（福島）
春、夏、秋‥ 森づくり事業（北海道）
春、秋‥ ‥東日本森林復興支援気仙沼大島プロジェクト（高

尾の森づくり）
年2回‥ 自然観察会（那須平成の森、御蔵島）（自然保護）
年2回〜 3回‥ 自然保護観察会（京都）
年3回‥ 自然観察会（3支部合同森の勉強会）（関西）
通年‥ 高尾の森づくり定例作業（高尾の森づくり）
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通年‥ 三宅島・粟島・ラオス緑化プロジェクト（高尾の森づくり）
通年‥ 自然保護活動事業（越後）
通年‥ 猿投の森づくり活動と調査活動（東海）
通年‥ 私たち県民の森林づくり（岐阜）
通年‥ 藤尾の森づくりの会（京都）
通年‥ 自然保護活動（関西）
通期‥ 奥多摩水質調査（御前山水質検査）（東京多摩）
通年‥ 山岳環境保護（四国）

　⑹　国際交流事業
夏　日中韓学生交流登山（中国開催）（学生）

　⑺　YOUTH	CLUBの発足と事業
①‥会勢を盛り返すため若者・壮年の会員増を図る（2年間で、39
歳以下100名、40 〜 55歳100名を目標）。

②机上講習会、現地山行講習会の実施
③外部の若者への情報発信
④海外登山への計画実施

　⑻その他目的を達成するための事業
①山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
②‥国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパー
ル協会、日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本山岳
ガイド協会、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト、
日本山岳文化学会等）との連携

③海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等
④国内博物館・美術館との提携
⑤「上高地山岳研究所」の運用

₂. 共益目的事業(会員のための事業)
　⑴　登山、集会、施設の運用等

4月14日‥ 雪上訓練（医王山）（石川）
5月26〜27日‥ 5支部合同懇親山行（岐阜）
5月27日〜29日‥信越トレイル（集会）
5月‥ 韓国山岳会蔚山支部との交流（東九州）
6月2日〜5日‥奥秩父（集会）
6月10日‥ 第5回今西錦司記念登山（岐阜）
6月上旬‥ 九州5支部集会（熊本）
7月‥ 国際交流登山（海外委員会）
7月16日‥ 第4回歴代会長講演会（資料映像）
7月‥ 九州の熊の実態調査山行（福岡）
7月〜8月‥ 支部創立65周年記念事業カラコルム山域登山（福島）
7月1日‥ 青森ウェストン祭（青森）
7月頃‥ ‥第2回中部ブロック四支部（越後、山梨、静岡）交

流登山（信濃）
9月‥ 北アルプス縦走（集会）
9月‥ 第1回3支部（東京多摩・埼玉・山梨）交流登山（山梨）
9月〜3月‥ 千葉の里山を歩くシリーズ（千葉）
10月27〜28日‥登山技術講習会（石川）
10月‥ 支部創立65周年記念事業古道探訪（福島）
11月‥ 支部創立‥15周年記念事業（広島）
12〜2月‥ 雪崩研修（北海道）
1月15 〜 16日‥山岳スキー研修会（青森）
2月上旬‥ 3支部（栃木・茨城・千葉）‥合同懇談会（茨城）
夏‥ 沢登り研修会・夏山山行（東海）
通年‥ 山梨‥200山踏査（山梨）
通年‥ 会報『山』803号〜 815号の発行
冬‥ アイスクライミング研修会（東海）
年20回‥ サテライト・サロン活動（東京多摩）
毎月‥ 埼玉県50山登山ラリー‥（埼玉）

（2）　海外登山等
7月‥ インドネシア・スマトラ島・クリンチ山‥（埼玉）
10月上旬‥ マダガスカル島‥（集会）
秋‥ ネパール・ヒマラヤ登山隊（海外）
1月21日〜31日‥ ニュージーランド（集会）

（3）　会議等

通常総会の開催（1回）‥
理事会の開催（12回）‥
常務理事会の開催（12回）‥
支部長会議（2回）‥
支部事務局担当者会議の開催（2回）‥
委員長会議（3回）‥

（4）　日本山岳会再生プロジェクトの推進‥
1）法人運営適正化プロジェクト
　①新法人移行後のコンプライアンスの徹底策及びガバナンス
の確立策の検討・提言
　②新法人移行後の支部会計適正化の検討・指導
　③所管行政庁及び関連行政機関への対応
2）支部活性化プロジェクト
　①支部を通じての会員増強推進への呼びかけ
　②全域支部化への模索
　③新公益法人移行にともなう支部の諸問題への対応
3）「山の日」制定プロジェクト
　①‥「山の日」制定協議会（山岳5団体）の代表幹事として定期的

に会合をもつ。
　②‥31支部に働きかけ、支部単位での具体的な「山の日」の活動

を行なう。
　③‥「山の日」制定協議会として「国連山岳年プラス10」に参加

し、「山の日」の周知を図る。
　④‥「山の日」制定協議会として、関係する諸団体への参加を促

し、全国集会をもつ。
　⑤‥「山の日」制定協議会として「山の日」リーフレットを2〜3点

発行し、「山の日」の周知に努める。
　⑥‥当会ホームページに「山の日」に関する記事を掲載し、広報

活動に努める。
　⑦‥継続して国民祝日としての「山の日」を国会議員へ働きかけ

る。
4）ルーム検討プロジェクト‥
　①これからのルーム像の構築
5）会員メリット検討（仮称）プロジェクト
　①魅力ある会員サービスの構築
　②収益を考慮した事業展開を図る。

社団法人日本山岳会　平成24年度収支予算書
平成24年4月1日〜平成25年3月31日

科　目 平成23年度予算額 平成24年度予算額 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部
　⑴経常収益
　基本財産運用益
　　基本財産利息収入 15,000 10,000 -5,000
　会費・入会金収入
　　入会金収入 2,400,000 3,300,000 900,000
　　通常会費収入 57,388,000 54,800,000 -2,588,000
　　終身会費収入 100,000 0 -100,000

会費・入会金収入計 59,888,000 58,100,000 -1,788,000
　事業収入
　　広告料収入 1,500,000 1,500,000 0
　　印税収入 0 0 0
　　刊行物売上収入 100,000 100,000 0
　　山研使用料収入 2,000,000 1,600,000 -400,000
　　その他事業収入 600,000 1,300,000 700,000

事業収入計 4,200,000 4,500,000 300,000
　受取寄付金等
　　寄付金収入（公的団体） 7,431,000 6,540,000 -891,000
　　寄付金（震災） 4,741,162 0 -4,741,162
　　寄付金収入（会員会費等） 2,975,930 17,700,800 14,724,870
　雑収入
　　受取利息 60,000 60,000 0
　　その他の雑収益 700,000 1,100,000 400,000

雑収入計 760,000 1,160,000 400,000
　事業活動収入合計 80,011,092 88,010,800 7,999,708

⑵経常費用
　事業費
　　出版事業費 10,400,000 12,850,000 2,450,000
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科　目 平成23年度予算額 平成24年度予算額 増　減
　　図書管理事業費 6,242,172 6,870,000 627,828
　　調査研究事業費 1,290,000 760,000 -530,000
　　山岳環境保全事業 0 740,000 740,000
　　指導研究事業費 500,000 500,000 0
　　支部等事業費 18,406,930 22,180,800 3,773,870
　　ﾕｰｽｸﾗﾌﾞ事業費 0 5,000,000 5,000,000
　　海外事業費 150,000 150,000 0
　　山岳研究所事業費 8,113,854 8,420,000 306,146
　　ミニ水力発電運営費 251,753 220,000 -31,753
　　海外登山助成金 1,500,000 1,000,000 -500,000
　　支出寄付金（震災） 4,741,162 0 -4,741,162
　　その他事業費
　　　旅費交通費 9,000,000 4,500,000 -4,500,000
　　　通信運搬費 4,000,000 3,500,000 -500,000
　　　印刷製本費 500,000 620,000 120,000
　　　その他事業費 13,500,000 8,620,000 -4,880,000

事業費計 65,095,871 67,310,800 2,214,929
　　事業管理費
　　　給料手当 5,700,000 4,400,000 -1,300,000
　　　退職給付費用 109,750 109,750 0
　　　福利厚生費 550,000 550,000 0
　　　旅費交通費 658,000 658,000 0
　　　通信運搬費 611,000 611,000 0
　　　会議費 94,000 94,000 0
　　　消耗品費 94,000 94,000 0
　　　印刷製本費 1,128,000 1,128,000 0
　　　光熱水料費 582,800 582,800 0
　　　電話料 282,000 282,000 0
　　　保険料 172,020 172,020 0
　　　租税公課 827,200 827,200 0
　　　負担金 0 0 0
　　　修繕費 94,000 94,000 0
　　　什器備品費 282,000 282,000 0
　　　支払手数料 611,000 611,000 0
　　　事務所管理費 1,410,000 1,410,000 0
　　　その他管理費 1,692,000 1,692,000 0
　　　建物減価償却費 1,044,117 1,044,117 0
　　　雑費 517,000 517,000 0
　　　　事業管理費 16,458,887 15,158,887 -1,300,000

事業費計 81,554,758 82,469,687 914,929
　管理費
　　給料手当 4,000,000 2,500,000 -1,500,000
　　退職給付費用 109,750 109,750 0
　　福利厚生費 150,000 150,000 0
　　旅費交通費 42,000 42,000 0
　　通信運搬費 39,000 39,000 0
　　会議費 6,000 6,000 0
　　消耗品費 6,000 6,000 0
　　印刷製本費 72,000 72,000 0
　　光熱水料費 37,200 37,200 0
　　電話料 18,000 18,000 0
　　保険料 10,980 10,980 0
　　租税公課 52,800 52,800 0
　　負担金 30,000 30,000 0
　　修繕費 6,000 6,000 0
　　什器備品費 18,000 18,000 0
　　支払手数料 39,000 39,000 0
　　事務所管理費 90,000 90,000 0
　　その他管理費 108,000 108,000 0
　　建物減価償却費 99,440 99,440 0
　　雑費 33,000 33,000 0

管理費計 4,967,170 3,467,170 -1,500,000
　⑶予備費 500,000 0 -500,000

　事業活動支出合計 87,021,928 85,936,857 -1,085,071
　事業収支差額合計 -7,010,836 2,073,943 9,084,779

2　経常外増減の部
　⑴経常外収益 ― ― ―
　⑵経常外費用 ― ― ―
　　当期経常外増減額 ― ― ―
当期一般正味財産増減額 -7,010,836 2,073,943 9,084,779

　　一般正味財産期首残高 313,906,872 273,696,036 -40,210,836
　　一般正味財産期末残高 306,896,036 275,769,979 -31,126,057

指定正味財産への振替額
　　基本財産　修正 -8,000,000
　　秩父宮記念基金 -15,200,000

本部・支部分別表
平成24年4月1日〜平成25年3月31日

科目 本部 支部 合算 備考
Ⅰ　事業活動収支の部
　1．事業活動収入
　　‥　会費・入会金収入 58,100,000 0 58,100,000
　　　‥その他収入 5,670,000 0 5,670,000
　　　‥‥寄付金収入‥

（公的団体）
560,000 5,980,000 6,540,000 本部　日本自然保護協会

（高山帯の植生調査）
支部　国土緑化推進機構

（森づくり）他
　　　‥‥寄付金収入‥

（会員会費等）
0 17,700,800 17,700,800 広‥島支部　ルーム取得の

ための会員寄付等
広島支部　登山教室他

‥　　事業活動収入計 64,330,000 23,680,800 88,010,800
　2．事業活動支出
　　　事業費 55,130,000 12,180,800 67,310,800 内本部から支部への

交付金　7,652,500
支部期中事業費　12,180,800

　　　事業管理費 15,158,887 0 15,158,887
　　　管理費 3,467,170 0 3,467,170

事業活動支出計 73,756,057 12,180,800 85,936,857
事業活動収支差額 -‥9,426,057 11,500,000 2,073,943 本部　減価償却費等控除

前収支差額　-3,415,221
ﾕｰｽｸﾗﾌﾞ支出5,000,000前
では＋1,584,779

　当期一般正味財産増減額 264,269,979 11,500,000 2,073,943
   一般正味財産期首残高 273,696,036 0 273,696,036
　一般正味財産期末残高 264,269,979 11,500,000 275,769,979

　当期指定正味財産増加額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 33,200,000 0 33,200,000
　指定正味財産期末残高 33,200,000 0 33,200,000

正味財産期末残高 297,469,979 11,500,000 308,969,979

科　目 平成23年度予算額 平成24年度予算額 増　減
　　海外登山基金 0
　　遭難防止対策基金 -10,000,000

　一般正味財産振替後残高 273,696,036 275,769,979 2,073,943

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増加額 33,200,000 0 -33,200,000

　　指定正味財産期首残高 0 33,200,000 33,200,000
　　指定正味財産期末残高 33,200,000 33,200,000 0

Ⅲ正味財産期末残高 306,896,036 308,969,979 2,073,943

海外登山基金の一部取り崩しについて
　日本山岳会は、「海外登山基金」5,880万円を、以前から別
段の預金として保有しているが、公益認定申請手続きを進め
るなかで、公益認定等委員会から、過大に保有していると指
摘され、減額を行なうことが公益認定の条件とされた。ちな
みに、一般社団法人へ移行する場合には、全額を取り崩して
一般の預金へ振替えたうえ、公益目的支出計画に従って支出
していくことが義務づけられている。
　このため、平成23年度決算において、海外登山基金の一部、
1630万円を取り崩し一般の預金に振り替えることとする。

（説明資料）
　海外登山基金は、公益認定法によって「特定費用準備資金」
とされ、公益認定等ガイドラインによって以下のように規定
（一部省略）されている。

　認定法規則第18条の「特定費用準備資金」については、以
下のように取り扱う。
①‥　第1号の「資金の目的である活動を行うことが見込めるこ
と」とは、活動の内容及び時期が費用として擬制できる程
度に具体的なものであることを要する。活動時期が単年度
である必要はないが、法人の規模、実績等に比して実現の
見込みが低い事業や実施までに例えば10年の長期を越える
ような事業は、積立て対象としては適当でない。繰越金、
予備費等、将来の単なる備えとして積み立てる場合は本要
件を満たさない。法人の定款から根拠付けられない活動は
適当でなく、また、当該特定の活動の実施に当たっては、
変更の認定（認定法第11条）等を要する可能性があること
に留意する。

②‥　資金について、止むことを得ざる理由に基づくことなく
複数回、計画が変更され、実質的に同一の資金が残存し続
けるような場合は、「正当な理由がないのに当該資金の目的
である活動をおこなわない事実があった場合」（同第4条第3
号）に該当し、資金は取り崩しとなる。
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昭和47年11月11日　　制定
昭和61年 ５ 月16日　　改定
平成 3年 ５月18日　　改定
平成 7年 ５月20日　　改定
平成 8年 ５月18日　　改定
平成14年 ５ 月18日　　改正

第 １ 条　この細則は定款第49条に基づき本会運営上に
必要な事項を定める。

第12条
１ ．本会に入会を希望する者は、入会後満２年以上を
経た会員２名の紹介を必要とする。

２．紹介者のうち １名は、原則として本会役員、評議
員、支部長、またはこれらの経験者であることを必
要とする。

３．本会は新たに入会する者に対し、入会に関する所
定の手続きの完了と同時に会員章および略章を交
付する。但し紛失等の理由により会員に対し再交付
する場合は、実費を徴収するものとする。

４．26歳未満の入会者については入会金を免除する。
第10条
２．26歳未満の会員については年会費を5,000円とする。
第13条　会員は本会が開催する総会、小集会、年次晩餐
会等その他重要な行事になるべく会員章または略章
を着用して出席するものとする。

第14条‥死亡以外の理由によって会員たる資格を失った
場合は直ちに会員章、略章を本会に返付するものとす
る。

第10条‥会費の納入は原則として毎年４月に本会から送
付される請求書に基づき納付するものとする。

第条11条　支部所属会員が当年度会費をその年度内に
納付した場合は、当該会費のうち支部運営費として一
人当たり2,500円を支部に助成する。但し終身会費を
納付した場合は当該納付終身会費の10％とする。

第２条　本会業務処理のため、理事会の議を経て、会務
運営的な委員会と、実践研究的な委員会をおくことが
できる。

第３条　委員会の構成については次の通りとする。
１．委員会担当理事は会長が委嘱する。
２．各委員会の委員は原則として、入会後満２年以上
を経た会員のうちから、担当理事が推薦し、会長が
委嘱する。

３．委員の数は20名程度までとする。
４．委員会運営のため、担当理事は委員長や若干名の
常任委員を選出することができる。

第４条　委員の任期は２年とし、再任は妨げない。但し

（目的）
第１条　この細則は、公益社団法人日本山岳会定款（以
下「定款」という。）の委任に基づく事項のうち、別
に定められた事項以外の事項及び公益社団法人日本
山岳会（以下「本会」という。）の運営に必要な事項
について定める。

　（入会金及び年会費）
第２条　定款６条に規定する会員は、次の入会金及び年
会費を納付する。

（１）通常会員　入会金20,000円、　年会費12,000円とす
る。

（２）前号の規定にかかわらず、次の特例を設ける。
ア　婚姻関係にある者が、共に通常会員の場合に限り、
申し出によりいずれか１名の年会費を減額し、
8,000円とする。

イ　26歳未満の通常会員については、入会金を免除し、
年会費を5,000円とする。

ウ　本会に入会後10年以上在籍する個人の通常会員
にして、次の終身会費を納めた者は、終身会費納付
の翌年度以降の年会費を免除する。
入会後10年以上在籍する者の終身会費　390,000円
入会後20年以上在籍する者の終身会費　310,000円
入会後30年以上在籍する者の終身会費　220,000円
入会後40年以上在籍する者の終身会費　110,000円

（３）賛助会員　入会金及び年会費を免除する。
　（年会費の納付）
第３条　会員は、定款第７条に規定する年会費を、原則
として毎年４月に本会から送付される請求書に基づ
き、納付しなければならない。

　（会費滞納者）
第４条　会費滞納者に対しては、以下の措置を講ずる。
（１）　前年度の会費未納者には、機関誌『山岳』及び

会報『山』を送付しない。
（２）　滞納２年目から３年目は、年次晩餐会、総会の

通知、会費納入督促を除くすべての通知を止める。
（３）　３年間未納の者は、除籍する。
　（会員資格復活）
第５条　会費滞納若しくは退会届提出により本会を離
籍していた旧会員は、会員２名（内１名は原則として
役員、支部長又はこれらの経験者）の紹介により、所
定の復活申込書を提出し、理事会の承認を受けること
により旧会員番号により会員として復活できる。その
場合、終身会員及び永年会員の在籍年数の計算は、旧
会員であった在籍年数も算入するものとする。

　（名誉会員）



変更案 現行

山　803−２0１２・4・２0（第三種郵便物認可）

■10

委員の任期は原則として再任までとする。
第５条　委員会における重要な決議事項および予算外
の支出を必要とする事項は、理事会の承認を経なけ
ればならない。

第６条　委員会担当理事は、その担当事項に関する翌
年度の予算を毎年１月末迄に理事会に提出しなけれ
ばならない。

第７条　定款14条による理事の選挙は、理事会が、予
め評議員会の意見を聞いたうえで、その候補者を推
薦するものとする。

第８条　定款14条による会長および副会長の選挙は、
その候補者を評議員会が推薦するものとする。

第９条　役員および評議員はすべて無報酬とする。但
し職務のために要した実費は支給を受けることがで
きる。

第18条　理事会の許可を得ないで本会内で次の行為を
してはならない。

１．掲示、広告、展示等　　２．集会、商行為等
第16条　会員は会務に必要な場合を除き、会の重要な
備品を使用したり、あるいは持ち出してはならない。

第17条　会員および会員以外の者が本会施設に来訪す
る場合は、到着と共に備付の名簿にその氏名を記入
しなければならない。

第19条　本会は特別の事情ある場合、会員から寄付金
を募集することができる。

第20条　定款第５条による支部の規定は、支部毎に定
め、理事会の承認を得るものとする。

第15条　主事、書記等の職員は、理事会が定めた職務
規定、経理規定、その他の諸規定および本会運営に
関する内規等に基づき担当理事の指示に従い、本会
の運営に関する日常の事項および会計事務を処理す
るものとする。

第21条‥本会の休室日は、年末年始１週間（12月29日〜
１月５日）、夏期８月15日を中心とする１週間および、
日曜・祝祭日、第２第４土曜日ならびに本会の創立
記念日（10月14日）とする。但し、創立記念日が日
曜日にあたる場合は、その翌日を創立記念日として
休室する。

第22条‥本会の開室、閉室時間を次の通り定める。‥
毎週、月、火、木、土曜日は午前10時より午後８時
迄とし、水、金曜日は午後１時より８時迄とする。

＊3月送付の「平成23年度第2回通常総会資料」を参照
してください。

第６条　定款第６条に規定する名誉会員は、本会に功労
のあった者の中から理事会がこれを推薦する。
２　名誉会員の発表は、原則として年次晩餐会の席上
において行う。

　（賛助会員）
第７条　定款第６条に規定する賛助会員は、理事会がこ
れを推薦する。推薦にあたり理事会は、その賛助会員
が本会の会員である期間を限定することができる。

　（機関誌の受領等）
第８条　婚姻関係にある通常会員で、かつ、本細則によ
り年会費を減額されている者は、機関誌「山岳」及び
会報「山」の配付を受けることはできない。

　（役員の選任）
第９条　定款第25条に規定する役員は、連続して２任期
を超えて選任することができない。
２　理事は、選任時において満70歳を超えないものと
する。

　（委員会）
第10条　理事会は、定款第28条に規定する理事の業務
執行に必要な委員会を置くことができる。

　（名称の使用）
第11条　何人も、理事会の許可を得ないで公益社団法人
日本山岳会若しくは日本山岳会の名称を用いて次の
行為をしてはならない。
（ １）掲示、広告、展示等　
（２）集会、商行為等
　（帳簿等の保存期間）
第12条　定款第44条及び第51条に規定する以下の帳簿
及び書類の保存期間は、第１号から第６号までは永年、
第７号については当該法令の定める期間とする。
（ １）定款
（２）会員の名簿
（３）特定資産に関する規程
（４）総会並びに理事会の議事録
（５）事業報告
（６）事業報告の付属明細書
（７）その他法令で定める帳簿及び書類
　（事務局）
第13条　本会の事務局職員は、担当理事の監督下、別に
定める職員就業規程、経理規程その他の規程並びに本
会運営に関する要領等に基づき、本会の日常業務及び
会計事務を的確に遂行するものとする。

　（改廃）
第14条　この細則の改廃は、総会の審議、議決によって
これを行う。

　　附則
1‥この細則は本会定款附則1に定める定款施行の日から
施行する。
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支部に関する規程
平成24年4月1日制定

　　　第 １章　総則
　（目的）
第１条　この規程は、公益社団法人日本山岳会（以下「本会」

という。）定款第５条の規定により、支部の設立及び運営等
について定める。

　（定義）
第２条　この規程において、支部とは、主として一定の地域

（以下「支部設立地域」若しくは「支部地域」という。）に
属する会員が、相互の連絡並びに懇親を密にし、本会の目
的たる事業を実施するため、本会と一体とした活動を行う
ことを目的とする組織をいう。

　（名称）
第３条　支部の名称は、当該支部の所在する地域を明示して

公益社団法人　日本山岳会　○○支部
　（○○section　of‥The‥Japanese‥Alpine‥Club）とする。
　　　第２章　　設立
　（設立）
第４条　支部を設立するためには、次の各号に適合しなけれ

ばならない。
（１）支部設立地域の会員が、20名以上支部会員であること。
（２）同一地域内にすでに支部が存在しないこと。
（３）支部設立地域が他の支部地域と重複する場合は、当該

支部との調整を了していること。
　（必要書類）
第５条　支部を設立するときは、発起人代表者は、次の必要

書類を付して会長に申請する。
（１）支部設立趣意書
（２）支部設立地域
（３）発起人名簿
（４）前条第1号の規定による同意書
（５）支部規約
（６）支部役員予定者名簿
（７）設立以後１年以上の事業計画書及び予算書
　（設立承認）
第６条　会長は、前条の申請があったときは、遅滞なく理事

会の審議に付し、会務遂行上支障がないと認めた場合、支
部の設立を承認する。

　（設立の発表）
第７条　会長は、支部の設立が承認された場合、会報「山」

に発表する。
　（変更承認）
第８条　支部の名称変更、支部地域の変更等重要事項につい

ては、理事会の承認を得なければならない。　
第３章　運営
　（役員）
第９条　支部に、支部役員として支部長その他の役員若干名

及び会計監事を置く。
２　支部役員のうち支部長については、理事会の承認に基づ

き、会長が任命する。
（経費）
第10条　支部の経費は、本会からの運営交付金並びに事業補

助金及び寄付金をもって充当する。運営交付金及び事業補
助金の総額は、本会の財務状況を勘案し、当該年度の予算
に計上する。

２　支部がその活動を行うにあたり、国若しくは地方公共団
体又は外部団体等から受け入れた補助金、助成金、奨励金
及び寄付金等は、経理処理上本会勘定にて受け入れるもの
とする。

３　前２項については、本会と一体的な会計処理を行うもの
とし、毎会計年度終了後１月以内に会長に報告しなければ
ならない。

　（会計年度）
第11条　支部の会計年度は、本会と同じとする。
　（支部総会）
第12条　支部長は、毎年１回以上支部総会を招集し、事業報告、

会計報告、事業計画及び予算の承認を得なければならない。
２　支部長は、前項記載の事項を支部総会終了後速やかに会

長に報告しなければならない。
　（所属支部）
第13条　会員が支部に所属する時は、様式１による届出をし

なければならない。

２　会員が所属支部を変更する時は、様式２による届出をし
なければならない。

　　　第４章　解散
　（任意解散）
第14条　支部は、支部会員３分の２以上の同意により解散す

ることができる。
　（解散時決算）
第15条　解散時の会計決算については、支部解散総会の決議

により支部役員の責任において処理するものとする。
　（理事会審議による解散）
第16条　支部が次の各号のいずれか該当する場合は、これを

理事会の審議に付して解散させることができる。
　（１）支部が本会の目的に反した事業を行ったとき。
　（２）会計処理上不都合があったとき。
　（３）必要な報告を怠ったとき。
　（４）‥支部会員数が19名以下に減じ、当分増加の見込みがな

いとき。
　　　第５章　補則
第17条　この規程の改廃は、理事会で審議、議決する。
　　　附則
１　この規程は、平成24年４月１日より実施する。

様式１

支部所属届
公益社団法人　日本山岳会
　総務担当理事殿
　今般、○○支部に所属しますので届出します。
　会員番号　○○○○○　　氏名　○○○○‥ ㊞
　所属支部
　　○○支部　　　　支部長‥ ㊞

担当理事確認欄‥ ㊞

事務局記入欄

様式２

所属支部変更届

公益社団法人　日本山岳会
　総務担当理事殿
所属支部を下記の通り変更しますので届出します。
　会員番号　○○○○○　　氏名　○○○○‥ ㊞
変更前所属支部
　○○支部　　　　　支部長‥ ㊞
変更後所属支部
　○○支部　　　　　支部長‥ ㊞

担当理事確認欄‥ ㊞

事務局記入欄
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表
紙
の
写
真
―
湧
き
あ
が
る
夏

雲
を
バ
ッ
ク
に
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
親
子
に
ま
ず
惹
き
つ
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
。「
山
の
日
」
制
定
協
議
会

が
作
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト『
山

を
考
え
る
』
の
《
動
物
編
》
が
で

き
あ
が
っ
た
。
生
物
多
様
性
の
宝

庫
と
い
わ
れ
る
日
本
列
島
。
Ｑ
＆

Ａ
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
知
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
動
物
た
ち
に

つ
い
て
、
山
や
森
に
暮
ら
す
10
種

類
を
と
り
あ
げ
た
。
パ
ン
フ
の
ね

ら
い
は
も
ち
ろ
ん
、表
紙
裏
の《「
山

の
日
」
を
つ
く
ろ
う
》
の
ア
ピ
ー

ル
で
あ
る
。

山
岳
５
団
体
が
持
ち
回
り
で
つ

く
っ
て
い
る
『
山
を
考
え
る
』
の

シ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
が
第
４
弾
。
日

本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
Ｑ
＆
Ａ
の

原
案
を
つ
く
り
当
会
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
が
構
成
や
デ
ザ

イ
ン
で
協
力
し
た
。
取
り
あ
げ
た

動
物
は
シ
カ
、
ク
マ
、
カ
モ
シ
カ
、

サ
ル
な
ど
。
３
択
ク
イ
ズ
は
中
学

生
く
ら
い
が
楽
し
め
る
レ
ベ
ル
で

工
夫
し
た
。
野
生
動
物
学
の
専
門

家
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
。

表
紙
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
愛
知
県

の
高
校
２
年
生
・
布
野
遼
太
さ
ん

が
去
年
の
夏
、
家
族
で
北
ア
ル
プ

ス
西
穂
高
岳
の
稜
線
を
歩
い
て
い

て
出
会
っ
た
と
き
の
ス
ナ
ッ
プ
。

そ
っ
と
近
づ
い
て
何
回
か
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
な
か
の
、
こ
れ
は
と

い
う
１
枚
で
、
朝
日
新
聞
で
も
紹

介
さ
れ
た
。
Ｑ
＆
Ａ
の
ペ
ー
ジ
も

文
字
だ
け
で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
や

漫
画
で
も
人
気
の
鈴
木
と
も
こ
さ

ん
に
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
10
万
部
つ

く
っ
た
。
す
で
に
支
部
の
事
務
局

宛
に
各
５
０
０
部
ず
つ
送
っ
て
あ

る
。
時
期
は
少
し
遅
れ
る
が
会
員

に
は
、
６
月
の
24
年
度
総
会
の
案

内
に
同
封
し
て
２
部
ず
つ
お
届
け

す
る
。｢

山
の
日｣

周
知
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

山
梨
県
清
里
に
あ
る
北
澤
美
術
館

が
、
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
す

る
と
い
う
情
報
が
山
梨
県
山
岳
連
盟
か

ら
あ
り
、
以
降
ル
ー
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
引
き
継
が
れ
て
、
活
用

す
る
か
否
か
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
き

た
。そ

の
結
果
、
３
月
８
日
の
常
務
理
事

会
に
て
、
諸
般
の
理
由
か
ら
お
断
り
す

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
回
の
活
用
検

討
を
通
じ
て
、
ひ
と
つ
の
山
岳
博
物
館

構
想
が
出
た
の
で
報
告
す
る
。

目
的
は
、「
若
者
の
夢
・
希
望
・
勇
気
・

創
造
」の
た
め
と
す
る
。常
設
博
物
館
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
世
界
初
の
独
創
的
な
山

岳
博
物
館
。
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
日

本
の
探
検
と
登
山
文
化
の
継
承
と
発
展

と
す
る
。

展
示
で
は
、
集
客
目
的
も
視
野
に
入

れ
、
①
記
念
展
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
記
録

展
、
極
地
探
検
展
、
山
の
絵
画
展
・
写

真
展
な
ど
）、
②
あ
ら
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
展
開
な
ど
も
行

な
う
。

次
に
そ
の
詳
細
を
記
す
。

日
本
人
の
海
外
登
山
と
探
検
の
歴

史
と
し
て
、⑴
年
代
別
全
記
録
展
示（
Ｉ

Ｔ
化
を
含
む
）、⑵
参
加
者
名
簿
展
示

（
Ｉ
Ｔ
化
を
含
む
）、⑶
年
代
を
代
表
す

る
装
備
・
器
具
類
な
ど
の
展
示
、⑷
記

録
写
真
・
資
料
展
示
。

海
外
探
検
の
歴
史
と
足
跡
で
は
、
探

検
文
化
資
料
展
示
（
地
図
・
写
真
・
装

備
・
器
具
・
資
料
な
ど
）。

国
内
探
検
登
山
史
概
観
で
は
、
先
史

記
、
江
戸
期
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
歴
史
と
記
録
概
要
・
資
料
展
示
。

美
術
品
・
貴
重
品
・
記
念
品
・
写
真
・

貴
重
書
籍
な
ど
展
示
、
探
検
登
山
文
化

資
料
展
示
。山
と
人
で
は
、専
門
家
の
協

力
を
得
る
。国
際
交
流
は
、
適
宜
実
施

す
る
。

な
お
、
当
該
博
物
館
構
想
は
日
本
山

岳
会
が
主
催
す
る
に
せ
よ
、
全
国
的
な

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
後
援
・
協
力
・

共
同
企
画
と
し
て
、
文
部
科
学
省
、
外

務
省
、
日
本
山
岳
協
会
、
国
立
極
地
研

究
所
、
京
大
学
士
山
岳
会
、
日
本
ヒ
マ

ラ
ヤ
協
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、

西
本
願
寺
な
ど
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、

長
期
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
果
た
せ
な
い

だ
ろ
う
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

日
本
山
岳
博
物
館
構
想
に
つ
い
て

山
本
良
三

「
山
を
考
え
る
」の〈
動
物
編
〉が
で
き
ま
し
た
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科
学
委
員
会
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

フ
ォ
ー
ラ
ム
大
盛
況

科
学
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
登
山
を
楽
し
く
す
る
科
学
（
Ⅳ
）」
が

３
月
10
日
、
立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
の
大
教
室
で
開
か
れ
、
会
場
に
は
約

２
０
０
人
を
超
え
る
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

地
図
、
気
象
、
医
学
の
３
テ
ー
マ
に
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ト
ッ
プ
は
田
中
大
和
氏
の
「
地
図
の

読
み
方
、
楽
し
み
方
」。
現
在
は
環
境

省
に
出
向
中
だ
が
、
本
籍
は
国
土
地
理

院
だ
。
昨
年
２
月
か
ら
公
開
さ
れ
て
い

る
電
子
国
土
基
本
図
が
、
こ
れ
か
ら
の

地
図
の
基
本
と
な
る
こ
と
や
、
従
来
の

二
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
の
地
形
図
と
の

違
い
を
説
明
。
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
て
、
ど
う
や
っ
て
地
図
を
プ
リ

ン
ト
す
る
か
な
ど
を
実
演
し
た
。
従
来

か
ら
あ
る
印
刷
さ
れ
た
市
販
の
地
形
図

は
新
し
い
情
報
が
更
新
さ
れ
な
い
こ
と

や
、
磁
北
の
話
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

た
。つ

ぎ
に
電
気
通
信
大
名
誉
教
授
の

芳
野
赳
夫
氏
が
登
場
、
60
年
を
超
え
る

登
山
歴
や
南
極
越
冬
体
験
を
も
と
に

「
空
が
教
え
る
山
の
天
気
―
―
私
の
体

験
か
ら
」
を
講
演
し
た
。
装
備
が
よ
く

な
っ
て
天
候
に
構
う
こ
と
な
く
行
動
す

る
最
近
の
傾
向
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
観

天
望
気
で
遭
難
を
回
避
し
た
実
体
験
や
、

高
層
、
中
層
、
低
層
の
雲
の
動
き
、
風

の
吹
き
方
か
ら
天
気
の
急
変
を
ど
う
判

断
す
る
か
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。

最
後
に
日
本
登
山
医
学
会
理
事
の

野
口
い
づ
み
氏
が
「
登
山
中
の
病
気
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。

山
で
急
病
に
な
っ
た
ら
ど
う
対
処
す
る

の
か
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重

大
な
事
態
を
例
に
対
応
を
示
し
た
。
ま

た
、
脚
力
を
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
し
、
ど
う
や
れ
ば
無
理
な
く
筋
力

が
養
え
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
指
導
。

と
く
に
、
最
近
話
題
の
ス
ロ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
す
す
め
、
聴
衆
の
半
分
以
上

を
占
め
た
女
性
か
ら
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
た
。

終
了
後
に
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
回
答
者
の
88
㌫
が
「
大
変
よ
か
っ

た
」「
よ
か
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
高

い
評
価
を
得
た
。‥

（
米
倉
久
邦
）

資
料
映
像
委
員
会
︱
︱
︱
︱
︱

「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」
に
見
る

戦
後
の
山
と
世
相

半
世
紀
前
の
「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」
で

当
時
の
世
相
や
山
の
遭
難
報
道
な
ど
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
―
―
こ
ん
な
趣

旨
で
映
像
資
料
の
上
映
会
が
3
月
26
日

夜
、
山
岳
会
１
０
４
号
室
で
開
か
れ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」
と
い
う
の
は
映
画

館
が
娯
楽
の
中
心
だ
っ
た
時
代
に
、
主

作
品
の
前
に
上
映
さ
れ
た
時
事
ニ
ュ
ー

ス
や
と
き
ど
き
の
話
題
を
伝
え
た
映
像

だ
。
戦
前
か
ら
昭
和
50
年
代
前
半
ま
で

存
続
し
、
現
在
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の

よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

上
映
会
に
は
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

含
め
て
24
人
が
参
加
。
解
説
役
の
羽
田

栄
治
委
員
が
「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
専
門

に
上
映
す
る
場
所
も
あ
り
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
た
ち
が
仕
事
の
合
間
に
見
て
い

た
」
な
ど
と
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
話

し
た
あ
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
ら
れ
た
資

料
の「
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」が
上
映
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
１
９
６
０（
昭
和
35
）

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です

200人超の聴衆が集まり大盛況だったフォーラム
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半世紀前の「ニュース映画」を鑑賞する参加者

年
９
月
制
作
「
中
日
ニ
ュ
ー
ス
３
５
０

号
」（
皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
の
訪
米
、
谷

川
岳
・
衝
立
岩
の
遭
難
者
遺
体
を
銃
撃

に
よ
る
収
容
、
伊
勢
湾
台
風
1
年
後
で

構
成
）
な
ど
約
10
本
。
１
９
５
８
〜
５9

（
昭
和
33
〜
44
）年
に
起
き
た
、
い
く
つ

か
の
山
の
遭
難
の
映
像
報
道
が
当
時
の

社
会
の
話
題
、
災
害
、
事
件
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
た
。

山
の
遭
難
報
道
で
は
、
１
９
６
３

（
昭
和
38
）年
１
月
の
北
ア
ル
プ
ス
薬
師

岳
に
お
け
る
愛
知
大
学
生
13
人
の
遭
難
、

ま
た
１
９
６
９（
昭
和
44
）年
１
月
の
剱

岳
で
約
１
５
０
人
が
悪
天
候
で
孤
立
し

た
騒
ぎ
な
ど
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
た
。

大
型
キ
ス
リ
ン
グ
ザ
ッ
ク
の
サ
イ
ド
ポ

ケ
ッ
ト
に
輪
か
ん
じ
き
を
つ
け
た
当
時

の
冬
山
の
登
山
姿
な
ど
、
登
山
道
具
の

大
き
な
推
移
を
示
す
場
面
も
見
ら
れ
た
。

海
外
登
山
遠
征
で
は
、ジ
ュ
ガ
ー
ル
・

ヒ
マ
ー
ル
を
め
ざ
し
た
１
９
６
０
年
の

全
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
記
録
が
あ

っ
た
。
羽
田
委
員
が
同
行
取
材
し
た
記

録
で
あ
る
。
古
色
蒼
然
と
し
た
カ
ト
マ

ン
ズ
の
街
並
み
、
１
５
０
人
の
ポ
ー
タ

ー
に
よ
る
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
そ
し
て
、
雄
大
な
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
々
…
…
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ス
チ
ー
ル

写
真
の
フ
ィ
ル
ム
は
氷
河
融
け
の
水
で

溶
か
し
た
処
理
液
で
現
像
さ
れ
、
フ
ィ

ル
ム
類
は
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
（
飛
脚
）

に
よ
っ
て
１
週
間
か
け
て
カ
ト
マ
ン
ズ

へ
運
ば
れ
、
空
路
日
本
に
送
ら
れ
た
。

通
信
衛
星
を
利
用
す
る
現
在
と
比
べ
る

と
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

山
と
は
離
れ
た
話
題
で
は
、
日
米
安

保
条
約
を
め
ぐ
っ
て
社
会
が
揺
れ
に
揺

れ
た
国
会
論
争
、
大
学
紛
争
の
現
場
、

チ
リ
津
波
で
被
災
し
た
東
北
地
方
沿
岸

の
痛
ま
し
い
光
景
な
ど
を
報
じ
た
部
分

も
、
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
に
富
む
内
容
だ
っ

た
。
一
体
、
こ
の
国
の
社
会
は
何
が
変

わ
り
、
何
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
、

と
…
…
。

上
映
の
前
後
と
合
間
に
は
、
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
、
こ
れ
ら
「
ニ
ュ
ー
ス
映

画
」
の
取
材
に
あ
た
っ
た
羽
田
委
員
が

当
時
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

「
谷
川
岳
の
銃
撃
は
（
ザ
イ
ル
に
よ
る

遺
体
の
宙
吊
り
状
態
を
解
消
す
る
た
め

に
）
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
こ
ん
だ
場
所
を

ね
ら
っ
た
。
銃
弾
が
岩
壁
か
ら
は
ね
か

え
っ
て
き
て
、
そ
の
た
び
に
頭
を
伏
せ

な
が
ら
、
撮
影
の
瞬
間
を
逃
さ
な
い
よ

う
に
懸
命
だ
っ
た
」。

「
あ
の
こ
ろ
使
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
は
35

ミ
リ
の
撮
影
機“
ア
イ
モ
”と
い
い
、
４

㌔
の
重
さ
。
若
か
っ
た
の
で
重
い
の
は

平
気
だ
っ
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
が
１
分
し

か
も
た
な
い
。
１
分
の
撮
影
で
ど
う
勝

負
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
現
在
の
よ

う
に
長
時
間
録
画
で
き
る
カ
メ
ラ
で
は

な
い
。
撮
り
な
お
し
と
か
、
い
く
つ
か

撮
っ
て
お
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
」。

「
だ
か
ら
、
い
つ
も
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
。

〈
や
り
な
お
し
〉は
な
い
。
す
ご
く
緊
張

し
た
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
。
あ
の
経
験

か
ら
、
今
で
も
緊
張
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
撮
影
に
限
ら
ず
、
何
事
に
も
き
わ

め
て
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
」。

こ
う
し
た
映
像
資
料
と
体
験
談
を

ま
じ
え
た
上
映
会
は
、
歳
月
を
超
え
て

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
る
山
と
、

そ
こ
で
起
き
て
い
る
遭
難
の
悲
劇
を
改

め
て
想
起
さ
せ
な
が
ら
終
わ
っ
た
。

‥
（
百
瀬
和
元
）
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会

務

報

告

平
成
23
年
度
第
12
回
（
３
月
度
）
理
事

会
議
事
録

日
時　

‥

平
成
24
年
３
月
14
日
19
時
よ
り

21
時
ま
で

場
所　

日
本
山
岳
会　

会
議
室

【
出
席
者
】
尾
上
会
長
、
吉
永
・
西
村

各
副
会
長
、
高
原
・
森
・
小
林

各
常
務
理
事
、
野
澤
・
中
山
・

永
田
・
萩
原
・
節
田
・
志
賀
・

古
野
・
川
瀬
各
理
事
、
平
井
・

浜
崎
各
監
事
、
宮
崎
・
橋
本
各

常
任
評
議
員

　

審
議
に
先
立
ち
尾
上
会
長
か
ら
以
下

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

４
月
１
日
新
法
人
発
足
に
関
し
て
内

閣
府
か
ら
３
月
21
日
付
で
認
定
す
る
旨

の
連
絡
が
あ
っ
た
。
現
在
の
社
団
法
人

日
本
山
岳
会
は
、
昭
和
16
年
か
ら
営
々

と
71
年
間
続
い
て
き
た
が
、
間
も
な
く

い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
て
、
新
た
に
公
益

社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
に
衣
替
え
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
２
年
間
、
新
法

人
に
向
け
て
費
や
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

膨
大
な
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に

立
ち
向
か
い
こ
れ
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
思
い
を

い
た
す
と
、
全
く
感
無
量
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
新
法
人
に
な
っ
て
も
基
本
的
に
は

事
業
内
容
は
今
ま
で
通
り
で
新
定
款
に

則
っ
て
粛
々
と
推
進
す
る
が
、
と
り
わ

け
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
理
念
を
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
。
ま
た
、

新
年
度
か
ら
新
た
に
「
収
益
事
業
・
会

員
サ
ー
ビ
ス
事
業
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
収
益
事
業
の

拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
て
い

き
た
い
。

【
審
議
事
項
】

１
・
太
陽
Ａ
Ｓ
Ｇ
有
限
責
任
監
査
法
人

と
の
業
務
契
約
に
つ
い
て
（
小
林
）

　

同
監
査
法
人
と
は
平
成
21
年
12
月
以

来
、
新
法
人
対
応
の
各
種
助
言
、
新
法

人
へ
の
会
計
移
行
処
理
な
ど
で
業
務
契

約
を
2
度
締
結
し
た
。
24
年
度
は
と
く

に
財
務
に
関
す
る
専
門
的
か
つ
き
め
細

か
な
指
導
及
び
助
言
を
得
る
必
要
か
ら

業
務
契
約
を
締
結
す
る
。
期
間
は
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
、
業
務
報
酬
は
１
２

６
万
円
。（
承
認
）

２
・
清
里
北
沢
美
術
館
利
用
に
つ
い
て

（
森
）

　

ル
ー
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
検
討
し
た
報
告
に
基
づ
き
審

議
。
用
途
、
構
造
、
築
年
数
等
を
考
慮

す
る
と
当
会
が
維
持
管
理
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
の
で
利
用
し
な
い
。（
承
認
）

　

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
検

討
し
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
近
未
来
を
描
い
た
構

想
は
、
今
後
活
か
し
て
い
き
た
い
。

３
．
規
程
類
の
制
定
に
つ
い
て（
高
原
）

　

以
下
の
諸
規
程
（
平
成
24
年
４
月
１

日
付
制
定
、
施
行
）
及
び
要
領
が
報
告

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。（
承
認
）

（
規
程
）

Ｃ-

１

規
程
類
管
理
規
程

Ｃ-

２

理
事
会
運
営
規
程

Ｃ-
３

職
員
就
業
規
程

Ｃ-
５

会
長
特
別
表
彰
規
程

Ｃ-
６

弔
意
規
程

Ｃ-

７

個
人
情
報
保
護
規
程

Ｃ-

８

経
理
規
程

Ｃ-

１0

旅
費
規
程

Ｃ-

１１

会
印
規
程

Ｃ-

１２

講
習
会
及
び
講
演
会
に
お

け
る
講
師
報
酬
規
程

Ｃ-

１3

支
部
に
関
す
る
規
程

Ｃ-

１4

委
員
会
規
程

Ｃ-

１５

図
書
室
及
び
図
書
利
用
規
程

Ｃ-

１6

資
料
の
貸
出
に
関
す
る
規
程

Ｃ-

１7

上
高
地
山
岳
研
究
所
管
規
程

Ｃ-

１8

森
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
規
程

Ｃ-

１9

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
実
施
規
程

Ｃ-

２0

海
外
登
山
助
成
金
規
程

Ｃ-

２１

同
好
会
規
程

（
要
領
）

Ｄ-

１

規
定
類
作
成
要
領

Ｄ-

3

上
高
地
山
岳
研
究
所
利
用
要
領

Ｄ-

５

図
書
室
及
び
図
書
利
用
要
領

Ｅ-

１

監
事
監
査
規
程

４
・
職
員
採
用
に
つ
い
て
（
高
原
）

　

藤
川
志
津
子
さ
ん
を
平
成
24
年
６
月

１
日
付
で
職
員
採
用
予
定
。
３
月
23
日

以
降
５
月
31
日
ま
で
の
間
、
週
２
日

（
火
、
金
）
勤
務
の
試
用
採
用
と
す
る
。

（
承
認
）

５
・
志
賀
尚
子
理
事
の
辞
任
に
つ
い
て

（
高
原
）

志
賀
理
事
か
ら
海
外
勤
務
の
た
め
平

成
24
年
４
月
10
日
付
の
辞
任
申
し
出
が

あ
っ
た
。（
承
認
）

６
．
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
委
員
長

に
つ
い
て
（
高
原
）

野
澤
誠
司
理
事
を
平
成
24
年
4
月
1
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日
付
で
担
当
委
員
長
に
委
嘱
す
る
。（
承

認
）

７
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て
（
高
原
）

44
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
っ
た
。（
承

認
）

【
報
告
事
項
】

１
．平
成
23
年
度
第
２
回
通
常
総
会（
高

原
）出

席
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。

２
・
平
成
23
年
度
第
３
回
評
議
員
会（
高

原
）２

月
14
日
開
催
。
こ
れ
が
最
後
の
評

議
員
会
と
な
っ
た
。

３
・
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

①
「
新
法
人
移
行
Ｐ
Ｔ
」（
吉
永
）

　

公
益
認
定
等
委
員
会
か
ら
３
月
７
日

付
で
内
閣
総
理
大
臣
宛
の
答
申
書
提
出

の
通
知
が
あ
っ
た
。
３
月
21
日
に
認
定

書
受
領
予
定
。

　

臨
時
理
事
会
（
４
月
１
日
）
の
開
催

は
み
な
し
理
事
会
と
し
、
理
事
及
び
監

事
に
よ
る
別
添
書
類
で
示
す
事
項
を
事

前
に
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

②
Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
Ｔ
（
野
澤
）

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
強
化
策
の

報
告
な
ら
び
に
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
代
表
（
委
員
長
）
は
野
澤
誠
司
理
事

が
推
薦
さ
れ
た
。

③
「
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
」（
西
村
）

　

関
係
山
岳
５
団
体
の
打
ち
合
わ
せ
は

３
月
21
日
に
開
催
す
る
予
定
。

４
・
平
成
23
年
度
決
算
概
況
（
小
林
）

　

２
月
末
の
状
況
で
収
支
尻
は
約
１
４

０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
。
支
部
助
成
金
の

精
算
が
今
後
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
年
度

末
３
月
分
の
支
出
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ

に
加
え
、
減
価
償
却
費
が
６
０
０
万
円

ほ
ど
あ
り
、
前
年
度
及
び
当
初
計
画
に

比
し
て
は
改
善
さ
れ
る
見
通
し
で
は
あ

る
。
最
終
的
に
は
３
０
０
万
円
程
度
の

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
。

５
・
国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
事
業
（
高

原
）

　

２
月
23
日
に
第
２
回
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
６
月
23
・
24
日
に
日
本
大

学
文
理
学
部
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
な
わ
れ

た
。

６
・
事
務
局
体
制
（
高
原
）

　

新
規
採
用
者
と
の
円
滑
な
業
務
引
き

継
ぎ
及
び
事
務
局
支
援
の
た
め
、
現
支

援
員
３
名
は
、
平
成
24
年
５
月
31
日
ま

で
勤
務
を
継
続
し
て
も
ら
う
。

７
・
会
報
編
集
人
の
交
代
（
節
田
）

　

２
０
１
２
年
４
月
号
（
８
０
３
）
号

よ
り
、
神
長
幹
雄
会
員
か
ら
柏
澄
子
会

員
に
交
代
す
る
。

８
・
理
事
会
書
記
の
交
代
（
高
原
）

　

平
成
24
年
４
月
理
事
会
よ
り
、
北
原

孝
浩
総
務
委
員
か
ら
永
田
弘
太
郎
理
事

に
交
代
す
る
。

９
・
山
研
管
理
人
の
継
続
雇
用
（
森
）

　

来
期
も
内
野
慎
一
、
か
お
り
夫
妻
に

依
頼
。
雇
用
契
約
内
容
は
検
討
中
。

10
・
会
旗
の
製
作
（
高
原
）

　

公
益
法
人
移
行
に
伴
い
新
調
す
る
。

11
・
全
国
支
部
懇
談
会
（
高
原
）

　

来
年
度
は
、
10
月
20
日
〜
21
日
に
千

葉
支
部
に
て
開
催
さ
れ
る
。
援
助
金
に

つ
い
て
は
例
年
に
準
ず
る
。

12
・
図
書
室
及
び
図
書
利
用
要
領
制
定

　
（
高
原
、
節
田
）

　

図
書
管
理
委
員
会
で
平
成
24
年
２
月

21
日
に
制
定
。
４
月
１
日
か
ら
実
施
。

13
・
図
書
検
索
ソ
フ
ト
「
情
報
館
」
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
公
開
サ
ー
ビ
ス
（
節
田
）

　

現
在
導
入
作
業
中
。
完
成
後
（
４
月

中
を
目
途
）
は
自
宅
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
Ｃ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
蔵
書

デ
ー
タ
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

14
・
自
然
保
護
全
国
集
会
（
森
）

　

２
０
１
２
年
度
の
自
然
保
護
全
国
集

会
は
６
月
30
日
〜
７
月
１
日
に
群
馬
県

片
品
村
で
開
催
さ
れ
る
。テ
ー
マ
は「
尾

瀬
を
考
え
る
」（
戸
倉
「
尾
瀬
高
原
ホ

テ
ル
」。
会
長
出
席
予
定
）

15
・
会
長
、
ネ
パ
ー
ル
大
使
と
の
会
談

（
高
原
）

　

３
月
30
日
に
ネ
パ
ー
ル
大
使（
新
任
）

と
会
談
が
行
な
わ
れ
る
。

16
・
会
報『
山
』３
月
号
編
集
報
告（
神

長
）

4月4月

1
日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

2
日　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

3
日　

山
の
自
然
学
研
究
会　

美
術
ク

ラ
ブ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

5
日　

総
務
委
員
会

6
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

7
日　

集
会
委
員
会‥

み
ち
の
り
山
の
会

8
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

常
務

理
事
会

9
日　

Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

12
日　

Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

13
日　

山
研
運
営
委
員
会　

00
会

14
日　

理
事
会　

休
山
会　

山
想
倶
楽
部

15
日　

科
学
委
員
会　

青
年

部　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ

16
日　

総
務
委
員
会　

海
外
委
員　

17
日　

自
然
保
護
委
員
会

19
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ

21
日　

三
水
会　

千
葉
支
部　

ス
キ
ー

ク
ラ
ブ　

つ
く
も
会

22
日　

Ｊ
Ａ
Ｃ-

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

山
遊
会

23
日　

ル
ー
ム
検
討　

九
五
会
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26
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

資
料
映
像
委
員
会

27
日　

緑
爽
会　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小

委
員
会　

図
書
管
理
委
員
会

28
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会

29
日　

臨
時
常
務
理
事
会

30
日　

新
法
人
移
行
Ｐ
Ｔ

31
日　

学
生
部
指
導
委
員
会

‥

３
月
来
室
者
484
名

会
員
異
動
（
３
月
）

物
故

鈴
木
耕
治
（
４
９
５
５
）
12
・
3
・
10

納
見
明
徳
（
５
４
６
９
）
12
・
2
・
10

佐
々
木
郁
男（
６
０
１
５
）12
・
3
・
11

朝
妻
三
松
（
６
０
８
６
）
12
・
3
・
24

吉
田　

元
（
６
８
１
１
）
12
・
3
・
3

鴫
原
一
男
（
９
７
２
８
）
12
・
1
・
18

中
根
俊
男（
１
４
１
８
０
）12
・
3
・
28

退
会

山
田
一
男
（
２
３
５
０
）　

越
後

湯
浅
道
男
（
６
２
１
４
）　

東
海

伊
藤
澄
夫
（
６
９
９
４
）
北
海
道

村
田
正
春
（
７
５
３
４
）　

岐
阜

成
沢　

暢
（
８
０
８
７
）　

山
形

四
手
井
靖
彦（
８
４
２
３
）

山
崎
成
一
（
９
０
０
２
）　

岩
手

樋
口
光
久
（
９
５
４
４
）　

信
濃

宮
野
典
夫
（
９
８
４
５
）　

小
田
捷
寿
（
１
０
０
３
３
）
新
潟

阿
部
一
孝
（
１
０
４
５
０
）

小
松
良
三
（
１
０
９
０
４
）
山
形

佐
藤
豊
記
（
１
０
９
４
９
）
山
形

八
木
澤
隆
（
１
１
３
５
６
）

藤
井
哲
夫
（
１
１
３
８
５
）
福
岡

藤
沢
山
百
合
の
会
（
１
１
５
３
４
）

阿
部
好
子
（
１
１
６
５
９
）

梶
川
軍
治
（
１
１
６
８
９
）
東
海

加
藤
功
一
（
１
１
７
７
１
）
熊
本

岩
内
秀
昭
（
１
１
９
６
４
）
広
島

日
高
宗
平
（
１
２
０
６
２
）
宮
崎

睦
好
正
治
（
１
２
２
５
５
）

吉
田
克
雄
（
１
２
２
８
６
）
埼
玉

高
橋
武
夫
（
１
２
２
９
１
）

山
崎
享
弘
（
１
２
3
５
３
）
京
都

及
川
迪
靖
（
１
２
３
８
４
）
岩
手

中
島
孝
治
（
１
２
９
５
０
）
埼
玉

長
友
博
道
（
１
３
０
４
６
）
東
九
州

小
林　

晃
（
１
３
０
７
３
）

比
留
間
由
紀
子
（
１
３
１
５
４
）

永
友
啓
子
（
１
３
２
９
８
）
宮
崎

堀　

文
昭
（
１
３
３
０
１
）
東
海

渡
部
惣
四
郎
（
１
３
３
９
６
）
越
後

足
立
道
代
（
１
３
７
０
１
）
海
外

佐
々
木
邦
彦
（
１
３
７
０
５
）
広
島

村
上　

強
（
１
３
７
０
８
）
北
九
州

橋
原
健
悟
（
１
３
７
４
７
）

野
田
忠
宏
（
１
３
９
１
７
）

堀
江
秀
昭
（
１
３
９
６
９
）

三
浦
守
司
（
１
４
０
１
０
）
東
海

俵
征
市
郎
（
１
４
１
６
５
）

樋
ノ
口
正
光
（
１
４
１
８
７
）
宮
崎

齋
藤
祐
一
（
１
４
２
２
７
）

江
崎
俊
夫
（
１
４
４
６
９
）
東
海

牧　
　

寛
（
１
４
４
７
３
）
北
九
州

柏
村
祐
司
（
１
４
５
０
９
）
栃
木

白
方　

寛
（
１
４
７
０
４
）
宮
崎

吉
田
憲
司
（
１
４
９
４
８
）
岐
阜

国
連
の
国
際
山
岳
年
か
ら
10
年
が
経

っ
た
。
い
ま
世
界
の
山
、
日
本
の
山
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？　
「
私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
山
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ

っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

６
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、
東
京
・

世
田
谷
区
の
日
本
大
学
文
理
学
部
で

「
み
ん
な
で
山
を
考
え
よ
う
／
国
際
山

岳
年
プ
ラ
ス
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

か
れ
る
。

主
催
は
日
本
山
岳
会
な
ど
山
岳
５
団

体
が
つ
く
っ
た
実
行
委
員
会
と
日
本
大

学
文
理
学
部
自
然
科
学
研
究
所
。
国
際

山
岳
年
の
事
業
を
引
き
継
い
で
こ
の
10

年
間
、
山
の
環
境
保
全
と
持
続
的
開
発

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
、

活
動
を
続
け
て
き
た
学
者
、
研
究
者
が

成
果
発
表
と
討
論
を
行
な
う
。
山
で
の

安
全
確
保
と
災
害
対
応
も
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
る
。　

会
場
の
ホ
ー
ル
や
国
際
会
議
場
は
定

員
５
０
０
人
。
入
場
料
は
無
料
で
一
般

参
加
者
を
募
る
。
募
集
要
項
は
決
ま
り

次
第
、
日
本
山
岳
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
ほ
か
会
報
『
山
』
５
月
号

で
も
お
知
ら
せ
す
る
。

23
日
は
２
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
世
界

的
に
も
著
名
な
研
究
者
が
成
果
を
発
表

す
る
。
午
前
中
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
す

る
社
会
と
山
岳
住
民
の
適
応
」。
ヘ
ル

マ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ
マ
ン
教
授
（
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
）
が
基
調
講
演
す

る
。午
後
の
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は「
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
氷
河
湖
決
壊
洪
水
の
脅
威
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
岩
田
修
二
立
教
大

学
名
誉
教
授
ら
が
研
究
成
果
を
報
告
し
、

討
論
す
る
。

24
日
は
第
3
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
災
害
と

山
の
生
活
―
―
東
日
本
大
震
災
を
中
心

に
」（
仮
題
）
＝
東
北
芸
術
工
科
大
の

田
口
洋
美
教
授
ら
。
山
、
森
林
の
放
射

能
汚
染
に
も
踏
み
込
む
。
第
４
セ
ッ
シ

ョ
ン｢

山
と
人
と
安
全｣

＝
村
越
真･

静
岡
大
教
授
、
山
本
正
嘉･

鹿
屋
体
育

大
教
授
ら
。
第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
山

の
自
然
保
護
―
―
問
題
点
と
こ
れ
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道
大
学
農
学
部

の
愛
甲
哲
也･

准
教
授
ら
が
報
告
と
討

議
を
行
な
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
行
委
員
長
は
日

本
山
岳
会
会
員
で
Ｈ
Ａ
Ｔ-

Ｊ
代
表
の

田
部
井
淳
子
さ
ん
と
吉
野
正
敏･

筑
波

大
学
名
誉
教
授
の
２
人
。
山
岳
５
団
体

で
作
る｢

山
の
日｣

制
定
協
議
会
か
ら

も
代
表
が
参
加
し
て
、｢

山
を
考
え
よ

う
。
山
の
日
を
つ
く
ろ
う
」
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

「
み
ん
な
で
山
を
考
え
よ
う
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

６
月
開
催

国
際
山
岳
年
プ
ラ
ス
10
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ゲ
ス
ト
に
、
加
賀
正
太
郎
氏
の
曾
孫

マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
正
太
郎
さ
ん
、
加
賀

家
ゆ
か
り
の
方
々
を
予
定
。
懇
親
会
参

加
希
望
者
は
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
（
懇
親
会
費
１
０
０
０
円
）。

日
時　

‥

５
月
19
日
㈯　

受
付
開
始
13
時

半
〜　

講
話
14
時
〜　

懇
親

会
16
時
〜

場
所　

‥

集
会
室
・
１
０
４
号
室

入
場
無
料
（
先
着
40
名
）

問
合　

‥

図
書
室　

田
村
（

０
３-

３

２
６
１-

４
４
３
３
）

◆
新
入
会
員
の
た
め
の
企
画
「
徳
本
峠

越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」
山
研
委
員
会

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡

を
た
ど
り
、
新
緑
の
島
々
谷
か
ら
残
雪

の
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
入
り
し
ま

す
。
上
高
地
で
は
山
研
に
1
泊
し
、
翌

日
「
碑
前
祭
」
に
参
加
。
新
会
員
の
仲

間
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
企
画
で
す
。

日
程　

6
月
2
日
㈯
〜
3
日
㈰

費
用　

‥

1
万
２
０
０
０
円
（
1
泊
2
食
、

◆
加
賀
正
太
郎
名
誉
会
員
の
生
涯
と

『
蘭
花
譜
』
を
語
る 

　

図
書
管
理
・
資
料
映
像
委
員
会
共
催

加
賀
正
太
郎
名
誉
会
員
が
大
山
崎

山
荘
で
育
種
し
た
新
種
の
洋
蘭
の
花
を

「
版
画
」
に
ま
と
め
た
『
蘭
花
譜
』
は
、

昭
和
21
年
に
第
一
輯
と
し
て
２
０
０
部

制
作
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
１
０
０
部
は

世
界
各
国
の
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
に

贈
呈
し
て
、
日
本
の
文
化
を
紹
介
し
て

注
目
さ
れ
た
。
初
刷
り
の
最
も
価
値
の

あ
る
第
一
号
が
、
加
賀
氏
の
ご
厚
意
に

よ
る
遺
言
に
よ
っ
て
、
昭
和
29
年
に
物

故
さ
れ
た
後
、
本
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。

日
本
山
岳
会
の
重
要
文
化
財
と
し

て
今
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
き
た
が

こ
の
た
び
、『
蘭
花
譜
』に
造
詣
の
深
い

大
塚
融
氏
を
講
師
に
迎
え
、『
蘭
花
譜
』

と
加
賀
正
太
郎
を
通
じ
て
の
人
脈
や
、

日
本
人
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス

登
頂
（
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、４
１
５
８
㍍
）

の
成
功
、
数
寄
者
と
し
て
の
財
界
人
と

の
人
脈
な
ど
を
講
演
し
て
も
ら
う
。

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
代
、
傷

害
保
険
料
）

定
員　

‥

20
名
（
23
年
度
入
会
の
会
員
お

よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込　

‥

5
月
19
日
ま
で
に
、
柴
山
信
夫

（

０
４
４-

９
０
０-

３
４
３
９

sibasan@
sannet.ne.jp

）

＊
現
地
集
合
・
解
散
。

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す
。

◆
白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業

 

青
森
支
部

世
界
遺
産
白
神
山
地
の
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
の
周
辺
で
生
育
不
良
杉
林
地
を

ブ
ナ
林
に
再
生
す
る
た
め
、
除
伐
や
植

樹
な
ど
を
行
な
う
。
寝
袋
、
食
器
必
携
。

で
き
れ
ば
、
テ
ン
ト
も
各
自
で
持
参
。

「
く
ま
げ
ら
の
森
」
視
察
も
予
定
。
青

森
空
港
送
迎
は
要
相
談
。‥

日
程　

６
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰

集
合　

‥

22
日
８
時　

Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
城
東

口
、
お
よ
び
10
時
30
分
奥
赤
石

林
道
ゲ
ー
ト‥

解
散　

‥

24
日
15
時　

奥
赤
石
林
道
ゲ
ー
ト

費
用　

‥

食
費
１
食
５
０
０
円（
現
地
で

徴
収
）

定
員　

50
名　
　

申
込　

‥

６
月
12
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
メ

ー
ル
で
須
々
田
秀
美（
〒
036-

0103

平
川
市
本
町
北
柳
田
96-

２

　
　
　

susuta@
hotm

ail.com

）

＊
保
険
は
各
自
で
加
入
の
こ
と
。

◆
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島　

ピ
ッ
ク
ボ
ビ
ー

登
頂
12
日
間 

集
会
委
員
会

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
で
第
2
の
高
峰

（
２
６
５
８
㍍
）に
テ
ン
ト
３
泊
で
登
り

ま
す
。
ポ
ー
タ
ー
つ
き
で
日
帰
り
の
荷

物
で
歩
け
ま
す
。
４
Ｗ
Ｄ
で
１
６
０
０

㍍
の
登
山
口
ま
で
入
る
楽
な
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
で
す
。
そ
の
他
、
ボ
ネ
・
ド
・
バ

ッ
プ
や
イ
サ
ル
国
立
公
園
を
歩
き
ま
す
。

期
間　

10
月
2
日
㈫
〜
14
日
㈰

定
員　

15
名

第14回「秩父宮記念山岳賞」の推薦について
　秩父宮記念山岳賞審査委員会

　第14回 ｢秩父宮記念山岳賞｣ の推薦（他薦のみ）を次の
とおり受けつけますので事務局まで資料をご請求ください。
　多数の推薦をお待ちしております。
　なお、本賞は公益目的事業であることをかんがみ、今回
より受賞対象を本会の会員またはグループに限定しないこ
とになりました。
●対象分野　‥・登山活動‥

・山岳に関する文化的活動、学術的業績
●提出先　　‥日本山岳会内　秩父宮記念山岳賞事務局
●締め切り　平成24年8月末日
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❖
編
集
後
記
❖

◦
７
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
神
長
幹
雄

前
編
集
長
に
代
わ
り
、
今
月
号
か
ら
担

当
し
ま
す
。
戸
惑
い
が
多
い
な
か
、
神

長
前
編
集
長
が
今
後
１
年
サ
ポ
ー
ト
し
、

奈
良
千
佐
子
編
集
委
員
が
引
き
継
ぎ
編

集
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
山
岳
会
の
会

員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
、
毎
月
の
会
報

が
楽
し
み
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
会
報
を
目
指
そ
う
と
目
標
高
く
掲

げ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
原

稿
（
活
動
報
告
、
図
書
紹
介
な
ど
）、

3
月
分
新
入
会
員
名
簿
は
、
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
次
号
以
降
に
送
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

‥

（
柏 

澄
子
）

費
用　

‥

47
万
円
の
予
定
（
燃
油
チ
ャ
ー

ジ
等
別
途
）

問
合　

‥
三
井
吉
由
江
（

０
９
０-

７

８
０
６-

７
６
０
１　

＆

０
３-
３
４
５
１-

５
３
８
８

　
　
　

m
t-sun@

rosenet.jp

）

◆
上
高
地
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

山
の
自
然
学
研
究
会

上
高
地
は
花
の
渓
で
す
。
春
の
一
日
、

ゆ
っ
く
り
と
花
々
を
愛
で
ま
し
ょ
う
。

参
加
条
件
は
、
直
近
6
カ
月
以
内
に
20

㌔
以
上
歩
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で
山
岳

保
険
加
入
者
限
定
。
軽
登
山
装
備
。
昼

食
持
参
。
小
雨
決
行
、
悪
天
は
中
止
。

6
月
7
日
朝
ま
で
に
中
止
決
定
の
連
絡

を
し
ま
す
。

日
時　

6
月
9
日
㈯

集
合　

‥

8
時　

上
高
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
前
広
場

解
散　

‥

15
時　

集
合
と
同
じ
場
所
で

費
用　

６
０
０
円
（
資
料
・
保
険
代
）

申
込　

5
月
31
日
ま
で
に
、
大
船
武
彦

‥

（

m
agnoliataw

@
gm

ail.com

）

◆
探
索
山
行 

科
学
委
員
会

期
日　

6
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰

場
所　

‥

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

た
磐
梯
山

費
用　

‥

約
1
万
７
０
０
０
円
（
東
京
か

ら
バ
ス
で
往
復
）

申
込　

‥
平
野
裕
也
（
〒
157-

0066
世
田
谷

区
成
城
４-

３
３-

５-

２
０
２

０
３-
３
４
８
４-

８
９
６
８

jacforum
@
31pc-seijo.com

）

＊
詳
細
は
5
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

サ
ザ
ン
ア
ル

プ
ス
2
山
登
頂 

集
会
委
員
会

ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
ダ
ー（
２
８
２
２
㍍
）

と
、
マ
ウ
ン
ト
・
オ
リ
ビ
エ（
１
９
３

３
㍍
）に
登
り
ま
す
。
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ

ッ
ケ
ル
必
携
。
仮
予
約
受
付
中
。

期
日　

‥

２
０
１
３
年
1
月
21
日
㈪
〜
31

日
㈭

定
員　

12
名

問
合　

‥

植
木
淑
美
（

＆

０
４
２-

７
３
４-

１
４
９
８

yoshim
i-denali@

jcom
.hom

e.ne.jp)

＊
詳
細
は
6
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
訂
正
と
お
詫
び 

　

３
月（
８
０
２
）号
、
18
㌻
、「
さ
ん
け

ん
通
信
」
の
山
研
利
用
案
内
に
「
会
員

に
準
ず
る
方
」
の
記
述
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

正
し
く
は
「
会
員
の
ご
家
族
、
学
生

部
加
盟
の
大
学
山
岳
部
員
、
団
体
加
盟

の
会
員
、
支
部
会
友
、
海
外
山
岳
団
体

お
よ
び
本
部
職
員
」
で
、
会
員
同
伴
の

非
会
員
と
会
員
の
紹
介
者
は
対
象
外
と

な
り
会
員
料
金
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

 

上
高
地
山
研
運
営
委
員
会

　

会
報『
山
』製
本
に
つ
い
て

事
務
局

　

こ
の
た
び
会
報
『
山
』
の
「
目
録
」

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
会

報
と
併
せ
て
製
本
を
お
引
受
け
し
ま
す
。

会
報
７
５
１
〜
８
０
０
号
ま
で
の
製
本

を
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
末
ま
で
に
現

本
を
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

１‥

・
製
本
業
者
は
前
回
（
２
０
０
７
年

12
月
）
と
同
じ
で
す
。

　

①‥

全
面
同
色（
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
）ハ
ー

ド
カ
バ
ー

　

②‥

背
表
紙
に
タ
イ
ト
ル
と
会
員
番
号

を
印
字

　

③
索
引
は
巻
頭
綴
り

２‥

・
欠
号
分
は
各
号
１
５
０
円
で
補
充

可
能
で
す
が
、
在
庫
が
な
い
場
合
に

は
コ
ピ
ー
で
代
用
と
な
り
ま
す
。

３‥

・
製
本
費
用
は
梱
包
と
返
送
費
用
を

含
め
て
４
０
０
０
円
で
す
。
ル
ー
ム

受
取
り
の
場
合
に
は
５
０
０
円
引
き

で
す
の
で
、
そ
の
旨
を
お
書
き
添
え

下
さ
い
。

　

製
本
代
金
は
、
書
籍
発
送
時
（
７
月

頃
）
に
振
込
用
紙
を
同
送
し
ま
す
。

４‥

・
過
去
の
会
報
に
つ
い
て
も
お
引
き

受
け
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。‥

（
担
当
＝
図
書
室
・
田
村
）




